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このほ用説明書について 


瞧知りたいことの探し方 

次のよラなち法で知りたいことの記載ページを探すことびでをます。 


(臨 A -6) 

操作方法、発光モード、撮影機能など、項目別に探ずことびできます。 


岐 M ミ r : ぶ: w 讯で巧•，凍ぶ(陽 a -4) 

使いたいことや知りたいことか5簡単に探すことびでをます。名称や用語び分 


か5なくても大丈夫です。 


蚊(防 B -4) 

SB - 900でできる機能か5探すことびできます。機能名び分かっていて、詳細を 
巧りたいとさに便利です。 


(防卜 22) 

英数字、五十音順の索引か5探ずことびでさます。 


(防卜 2) 

SB -900 の動作びおかしいときに原因を調べるのに役立ちます。 


ご使巧の前に 
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瞧カメラ•レンズとの組み合わせ 

この使用説明書は、 SB -900 と 〔 LS (ニコンク U エイティブライティングシステム） 
対応カメラ、 CPU レンズとの組み合わせを前提に説明しています。 

因 CPU レンズの見分け方 

CPU レンズには CPU 信号接点びあります。 

CPU 信号接点 

-IX ニッ コールレンズとの組み合わせでは使用で定ま 
せん。 




ご 

使 

用 

の 


n 


誦使用説明書の表記について 

初期設定： ご購入時に設定されている機能やモードの設定状態を「初期設定」 
と表記しています。 

CLS (ニコンクリエイティブライティングシステム）： ニコンク U エイティブラ 

イティングシステムを 「 CLS 」 と表記する場合びあります。 

ISO 感度： デジタルー眼レフカメラの撮像感度および 35 mm フィルムカメラの 
フィルム感度を総称して、 riso 感度」と表記しています。 


广 本文中のマークについて- 

[5 製品の故障や撮影の失敗を防ぐためにを意していたださたいことを記 
載しています。 

^製品を使用する隙に知っておいていただをたいこと、便利な情報やヒ 
ントを記載しています。 
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目的別かんたん巧索 


使いたいことや巧りたいことか S 、説明び SS 載されているページを簡単に探せます。 

■各部名称や表示について 


使いたいこと-知りたいこと 

キーヮード 

ぺージ 

各部の名前を知りたい 

各部の名称 

C -2 

アイコン（表示）の意味を知りたい 

表示パネル 

C -10 

警告表示の意味を知りたい 

警告表示 

F -3 


■設定や操作について 


使いたいこと-知りたいこと 

キーヮード 

ぺージ 

操作ボタンの機能や使い方を巧りたい 

操作ボタン 

C -8 

使用でをる電池を知りたい 

使用で定る電池 

C -4 

電池別の発光間隔や発光回数を知りたい 

電池別の発光間隔/発光回数 

F -21 

電池交換の時期を知りたい 

電池交換の目安 

C -27 

各種の設定の蜜更方法（カスタム設定）を知りたい 

カスタム設定 

C -20 

テスト発光させたい 

テスト発光 

D - 60 

発光部を回転させたい 

フラッシュヘッドの設定ちま 

D -2 目 

いろいろな設定を IJ セットしたい 

ツーボタン U セット 

C - 弓 

暗いところで表示パネルを見たい 

バックライトの設定 

C -24 

表示ノ くネルを読み取りやすくしたい 

表示パネルのコントラストの 
設定 

C -25 

自動的に待機状態になるまでの時間を変えたい 

スタンバイ機能 

C -23 

リモート（補助む）の状態を知らせる音を鳴らしたい 

サウンド モニター 

C -24 

操作ボタンび不用意に押されて誤作動するのを防ぎ 
たい 

キー□ック 

C - 弓 


■撮該について 


使いたいこと-知りたいこと 

キーヮード 

ぺージ 

発光モードを知りたい 

発光モードと撮該機能 

D -1 

いちばん簡単な手順で撮影したい 

撮影の基本ステップ 

C -4 

人物び弓1を立つポートレートを撮りたい 

中央部重点配光 

D - 24 

横に並んだ大勢の人の記念写真を撮りたい 

均質配光 

D -24 


ご唐の前に 
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使いたいこと-知りたいこと 

キーワード 

ぺージ 

花や人あなどの立体感を出して撮影したい 

ワイヤレス増む撮影 

D - 39 

ノ くックの鹽こ映る影を消して撮影したい 

バウンス撮影 

D -2目 

ノ（ックの夜景もきれし'!に撮りたい 

ス□ーシンク□撮慕 

D -55 

複数のスピードライトを使って撮影したい 

ワイヤレス増む撮影 

D -3弓 

ライティング状態を確認してから撮影したい 

モデ1」ング発光 

D - 引 

画儘全体を日月る< (暗く）して撮影したい 

露出補正 

D - 38 

主要な被写体を日月るく（暗く）して撮影したい 

調光補正 

D - 37 

人物の瞳びホ < ならないよラに撮該したい 

赤目軽減発光撮貢ミ 

D - 5目 

動いているちのの分解写真を撮りたい 

U ピーティング発光 

D - 17 

壁光むや電球の該響を觸和して撮該したい 

カラーフィルター 

D - 33 

光に色を着けて撮影したい 

カラーフィルター 

D - 33 

暗い被写体をオートフオーカスで撮りたい 

AF 補助光 

D - 58 

動をの速い被写体をワイヤレス増な撮影したい 

SU - 4タイプ 

D -50 


■アクセサリーについて 


使いたいこと-知りたいこと 

キーヮード 

ぺージ 

組み合わせて使えるカメラを知りたい 

カメラについて 

B -2 

ニコンク U エイティブライティングシステムに対応し 
ていないカメラと組み合わせて使いたい 

〔 LS に対応していないカメラ 
との組み合わせ 

E -2 

ニコンクールピクスと組み合わせて使いたい 

ニコンクールピクスとの組み 
合わせ 

E -3 

使えるアクセサ U —を知りたい 

使用できるアクセサリー 

F -11 


■その他 


使いたいこと-知りたいこと 

キーヮード 

ぺージ 

アフターサービスについて知りたい 

アフターサービスについて 

F -25 

修理や点検を依頼したい 

修理を依頼される場合は 

F -25 

手入れや保管の方法を知りたい 

お手入れについて 

F -7 

仕様を知りたい 

仕様 

F -14 

最新の製品情報を知りたい 

インターネットをご利用の方へ 

F -25 

ファームウェアをノ（ージョンアップしたい 

ファームアップの方法 

F -10 
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ご使用の前に 

この使巧説明書について . A -2 

目的別かんたん検索 . A -4 

g 次 . A -6 

安全上のごま意 . A -8 

ご確認ください . A -14 


I 目;夕 


SB -900 について 

SB - 900の特長 . B -2 

主な機能 . B -4 


D 操作方法 

各部の S 称 . C -2 

}最影の基本ステップ . C -4 

操作ボタンについて . C -8 

表示について . 〔-10 

カスタム設定について . C -20 

電池について . 〔-27 


D 発光モードと撮影機能 

iJTL 調光モード . D -2 

絞り連動外部自動調光モード . D -5 

外部自動調光モード . D -8 

距離優先マニュアル発光モード . D -11 

マニュア J レ発光モード . D -14 

IJ ピーティング発光モード . D -1 7 

距離優先マニュアル発光モード/マニュアル発光モード/ 

リピーティング発光モード時の絞り値、発光量撮影距離のまめ方••□-リ 

配光タイプ切り撰え機能 . D -24 

バウンス撮影 . D -26 

下方バウンスによる近距離撮影 . D -30 

カラーフィルターを使用した撮影 . D -33 

調光補正/露出補正 . D -37 
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ワイヤレス増灯撮影 . D -39 

アドバンストワイヤレスライティング撮影について . D -43 

SU -4 タイプのワイヤレス増灯}最影につし、て . D -50 

カメラ側の設定による撮影機能 . D -55 

-オート FP 八イスピードシンク□撮影 
• FV □ック撮影 
• ス□—シンク□撮影 


-赤目軽減発光撮影/ホ目軽減ス□ーシンク□撮影 
•後幕シンク□撮影 

撮影をサポートする機能 . D -57 

•オートパワーズーム機能 
- AF 補助光機能 
-じ〇感度設定機能 
-テスト発光機能 
•モデ U ング発光機能 
- FX/DX 切り換え機能 



CLS 対応一眼レフ松がのカメラとの組み合わせ 

CLS に対応していない一眼レフカメラとの組み合わせ . 

i - TTL 対応ニコンクールピクスとの組み合わせ . 


E -2 

E -3 



使用上のごま意-資料 

故障かな？と思ったら . 

連続発光時のごま意 . 

温度上昇による動作制限について 

お手入れについて . 

電池についてのごま意 . 


F -2 

F -5 

F -6 

F -7 

F -8 


表示ノくネ J レについて . F -9 

ファームアップの方ミま . F -10 

使巧できるアクセヴ U -. F -11 

1± 様 . F -14 

索引 . F -22 

アフターサービスについて . F -25 
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給表示の例 

A 

A 記号は、注意（警告を含む）を促ず内容を告げるちのです。 
図の中や近< に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が 
描かれています。 


® 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるちので 
ず。図の中や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止） 
が描かれています。 

€ 

参記号は、行為を強制ずること（必ずすること）を告げるちのでず。 
図の中や近 < に具体的な強制内容(左図の場合は電池を取り出ず） 
が描かれています。 


まを上のごを意 

ご使用の前に「安全上のごを意」をよくお読みの上、正しくお使いください。この巧 
全上のご注意」は製品を安全に正しく使巧していただを、あなたや他の人々へ 
の危害や財産への損害を未然に防止するために、重要な内容を記載しています。 
お読みになった後は、お使いになる方がいつでち見！5れるところに必ず保管し 
て < ださい。 


表示と意巧は次のよラになっています。 


A 

を巧 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死 
こまたは重傷を負ラ可能性が高いと想定される内容を示 
しています。 

A 

警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死 
こまたは重傷を負ラ可能性が想定される巧容を示してい 
まず。 

A 

を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷 
害を負ラ可能性が想定される内容および物的損害の発生 
が想定される内容を示しています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


A を巧スピ-ドライ H こついて 

A を険 

電池からちれた液が目に入ったときは、すぐにをれいな水で洗い、 
医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となりまず。 

A を険 

電池からちれた液が皮膚や巧服に付いたときは、すぐにきれいなか 
で洗ラこと 

そのままにしておくと、皮膚びかぶれたりずる原因となりまず。 
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養累前に 




















A 警告 スピ-ドライトにっし、て 

感 分ぉ禁止 

分辭したり修理-改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となりまず。 

接触禁止 

ずぐに修 
M 理依頼を 

落下などによって破損し、巧部が露出したとさは、露出部に手を触 
れなし > こと 

感電したり、破損部でケガをずる原因となりまず。 

電池、電源を抜いて、販売店またはニコンサービス機関に修理を依頼し 
て < ださい。 

^電池を取 

ずぐに修 
V 理依頼を 

熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに電池を取 
り出ずこと 

そのまま使巧ずると火災、やけどの原因となります。 

電池を取り出す際、やけどに十分ま意してください。電池を巧いて、販 
売店またはニコンサービス機関に■(度理を依頼してください。 

® S け 

水につけたり、水をかけたり、雨にめらしたりしないこと 

発义した0感電の原因となります。 

&禁止 

引火*爆発のおそれのある場巧では使用しないこと 

プ□ノてンガス、ガソ U ンなどの弓1火性ガスや粉塵の発をずる場所で使用 
ずると、爆発や乂災の原因となりまず。 

(\)発光禁止 

車の運転者等にむけてスピードライトを発光しないこと 

事故の原因となりまず。 

(\)凳光禁止 

スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 

視力障害の原因となりまず。 

特に乳幼児を撮影するとさは ImiU 上離れてください。 

(\)発光禁止 

発光窓を人体やものに密着させて発光させないこと 

やけどや発火の原因となりまず。 

/\«管を意 

幼児の□に入る小さな付属品は、幼児の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となりまず。 

万一飲み込んだ場含は直ちに医師にご相談<ださい。 

A 警告 

使用説明書に表示された電池を使用すること 

正しい電池を使用しないと、液をれ、破裂、発乂の原因となりまず。 

&禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜて 
使用しないこと 

液ちれ、破裂、発火の原因となりまず。 

&禁止 

マンガン乾電池、アルカリ電池、リチウム電池は非充電式電池です 
ので、充電しないこと 
液をれ、破裂、発火の原因となりまず。 

A を険 

ニカド電池、ニッケル水素電池などの充電式電池の充電は、メーカ 
一指定の充電器で、付属の注意事項を守って行ラこと 
「+」「一」を逆にしての逆充電、電池が熱いままの充電はしないこと 
破裂、発火、液をれの原因とな0まず。 
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をを上のごま意 


A 3 胃スピードライトについて 

感電を意 

めれた手でさわらないこと 

感電の原因になることびありまず。 

/\巧管を意 

製品は幼児の手の届かない所に置くこと 

なめて感電したり、ケガの原因となることびありまず。 

A 注意 

強い衝撃をちえないこと 

巧部び故障し、破裂、発义の原因になることびあります。 

/ < Z \ 溶剤富掃 

禁止 

シンナーやベンジンなどの有機溶剤を使ってふかないこと 
また、ナフタリン、しよラのラの入った場所に保管しないこと 

プラスチックケースび割れて火災や感電の原因となることびありまず。 

か 電池を 
K 取る 

保管するとをには電池を外すこと 
発火、液ちれの原因となることびあります。 


A を巧ニッヶル水素充電刷；:っし、て 

&禁止 

電池を乂に入れたり、加熱しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

硬分ぉ禁止 

電池をショート、分解しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

&禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜて 
使用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A 警告 

電池の「+」と「一」の向をを間違えないよラにすること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A を険 

専用充電器を使用すること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

ク\を険 

ネックレス、ヘアピンなどの金属製のちのと一緒に持ち運んだり保 
管しないこと 

ショートして液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A を険 

電池からちれた液が目に入ったときは、すぐにされいな水で洗い、 
医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となりまず。 

A を険 

電池からちれた液が皮膚や巧服に付いたときは、すぐにきれいなか 
で洗ラこと 

そのままにしておくと、皮膚びかぶれたりする原因とな0まず。 


養累前に 
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A 警告 こッヶル水素巧電刷こっし、て 

A 警告 

電池に表おされた警告*ま意を守ること 
液をれ、発熱、発火の原因となりまず。 

A 警告 

使用説明書に表示された電池を使用すること 
液ちれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 

A 警告 

外装チューブをはがしたり、キズをつけないこと 

また、外装チューブがはがれたり、キズがついている電池は絶対に 

使用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 

^ 保管を意 

電池は幼児の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場含は、直ちに医師にご相談<ださい。 

® 難け 

水につけたり、濡らさないこと 

液ちれ、発熱の原因となりまず。 

^ 使用禁止 

変色•変お、その他、今までと異なることに気づいたとさは使 巧し 
ないこと 

液ちれ、発熱の原因となりまず。 

A 警告 

充電の際に所定の充電時間を超えてち充電が完了しない場合には、 
充電をやめること 

液ちれ、発熱の原因となりまず。 

A を 意 

電池をリヴイクルするとをや、やむなく廃棄ずるとをは、テープな 
どで接点部を絶縁すること 

他の金属と接触ずると、発熱、破裂、発火の原因となります。 

お住まいの自治体の規則に従って、正しく廃棄してくださし、。 


ニッケル水素巧電池について 

A を 意 

電池に強い衝撃を与えたり、投げたりしないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


A を巧 IJ チウム電池について 

A 危険 

電池か日ちれた液が目に入ったときは、すぐにきれいな水でミ先し、、 
医師の治療を受けること 

そのままにしてお<と、目に傷害を与える原因とな D まず。 


ご使用の前に 
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をを上のごま意 


A 警告 1」チウム電刷こっし、て 

&禁止 

電池を火に入れたり、加熱しないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

硬 分ぉ禁止 

電池をショート、分解しないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A 警告 

電池に表示された警告-ま意を守ること 
液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A 警告 

使用説日月書に表示された電池を使用すること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

&禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜて 
使用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A 警告 

外装チューブをはがしたり、キズをつけないこと 

また、が装チューブがはがれたり、キズがついている電池は絶巧に 

使用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

/\巧管を意 

電池は幼児の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となりまず。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にごホ目談くだごい。 

A 警告 

電池の 「+」 と 「一」 の向をを間違えないよラにすること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

(§) 難け 

水につけたり、濡日さないこと 
液ちれ、発熱の原因となりまず。 

&禁止 

充電式電池じ(外は、充電しないこと 
液ちれ、発熱の原因となりまず。 

A 警告 

電池を廃棄するとさは、テープなどで接点部を絶縁すること 
他の金属と接軸ずると、発熱、破裂、発乂の原因となりまず。 

お住まいの自治体の規則に従って、正しく廃棄してくださし、。 


A を巧アルカリ載せ、オキシライド乾電刷こついて 

A を険 

電池からちれた液が目に入ったときは、すぐにきれいな水で洗い、 
医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害をちえる原因となりまず。 


養累前に 
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A 警告 アルカ1」電お、オキシライ愧電池について 

&禁止 

電池を火に入れたり、加熱しないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

硬 分解禁止 

電池をショート、分解しないこと 
液をれ、発熱、破裂の原因とな 0 まず。 

A 警告 

電池に表おされた警告*ま意を守ること 
液をれ、発熱、破裂の原因とな 0 ます。 

A 警告 

使用説明書に表示された電池を使用すること 
液ちれ、発熱、破裂の原因とな 0 まず。 

&禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜて 
使用しないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因とな 0 まず。 

A 警告 

外装チューブをはがしたり、キズをつけないこと 

また、外装チューブがはがれたり、キズがついている電池は絶対に 

使用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

/\ « 管を意 

電池は幼巧の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となりまず。 

万一飲み込んだ場含は、直ちに医師にご相談<ださい。 

A 警告 

電池の「+」と「一」の向きを間違えないよラにすること 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな 0 まず。 

(§) 難け 

水につけたり、濡らさないこと 

液をれ、発熱の原因となりまず。 

&禁止 

充電式電ミ也 L ソタりま、充電しないこと 
液をれ、発熱の原因となりまず。 

か 電池を 
K 取る 

使い切った電池はすぐに器具か日取り出すこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因とな 0 まず。 

A 警告 

電池を廃棄するときは、テープなどで接点部を絶縁ずること 
他の金属と接触ずると、発熱、破裂、発火の原因となります。 

お住まいの自治体の規則に従って、正しく廃棄してください。 

A 警告 

電池からちれた液が皮膚や巧服に付いたときは、すぐにされいな水 
で洗うこと 

そのままにしてお<と、皮膚びかぶれたりずる原因となりまず。 


ご使用の前に 
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ご確認 < ださい 


ニコン SB - 900をお買い上げくださいまして、まことにありびとラございます。 

ご使用の前にこの「使巧説明書」および別冊の「作例集」をよくお読みになり、 
内容を充分に理解してか日正しくお使いください。 r 使用説明書」は SB - 900の機能、 
操作方法、仕様等について詳細に説明しています。「作例集」は SB - 900の機能 
を生かして撮影した作例写真と撮影方法を説明しています。 

ご使用の隙はカメラの使用説明書ちあわせてお読みください。 

誦付属品をご確認<ださい 

付属品び全てそろっていることを確認してくださし、。 


□ スピードライトスタンド AS -21 
□バウ ンス アダプター SW -13 H 
□カラーフィルター SJ -900 
□カラーフィルターホルダー SZ -2 
□ソフトケース S 5-900 


□ 使用説明書（本書） 
□ 作例集 
□ 保証書 
□ 登録のご案内 



ご巧用の前に 
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スピードライトスタンド AS -21 












誦保証書について 

本製品には「保証書」び付いていますのでご確認ください。「保罰書」は、お買 
し、上げの隙、ご購入店か5お客様へ直接お渡しすることになっています。必ず「ご 
購入年月曰」「ご購入店」び記入された保証書をお受け取りください。「保証書」 
をお受け取りにな5ないと、ご購入1年政内の保証修理び憂け5れないことに 
なります。お受け取りにな5なかった場をは、ただちに購入店にご請求くださし、。 

誦カスタマー登録 

下記のホームページか5カスタマー登録び行えます。 

https://rea.nikon-image.com/ 

付属の「登録のご案内」に記載されている登録コードをご用意ください。 

圓カスタ7—ヴポ^—卜 

下記アドレスのホームページで、ヴポート情報をご案内しています。 

http://www.nikon-image.com/jpn/support/ 

■ 大切な撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）の前には、必ず試し撮0をしてスピード 
ライトび正常に機能することを事前に確認してください。本製品の故障に起因 
する付随的損害（撮影に要した諸費巧および利な喪失等に関ずる損害等）につ 
いての補償はご容赦願いまず。 

■本製品を安むしてお使いいただくために 

本製品は、当社製の力;ラ及びアクセヴ U —に適合するよラに作5れてお0ま 
すので、当社製品との組み合せでお使いください。 

-イ也社製品や模做品と組みをわせてお使いになると、事故-故障などび起こる 
可能性びあ0ます。その場合、当社の保証の対象外とな0ますのでごミ主意く 
ださし、。 


ご使用の前に 
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ご確認 < ださい 


■ ■巧月 

ま 


巧用説明書について 


ご 

使 

用 

の 

前 

に 


この使用説明書および作例集の一部または全部を無断で転載することは、固 
<お断0いたします。 

仕様-性能は予告な<変更することびあ0ますので、ご承知<ださし、。 

使用説明書の誤0などについての補償はご容赦 < ださし、。 

使用説明書の内容び破損などによって判読でをなくなったと走は、下記のホ 
ームページか5使用説明書の PDF ファイルをダウン□ー ドでさます。 

http://www.nikon-imaae.com/jpn/support/manual/ 


• ニコンサービス機関で新しい使用説明書を購入することちでさます（有料)。 
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B SB-900 について 

SB -900 の特長、まな機能を説明していまず。 


- SB -900 の特長 . B -2 

• 主な機能 . B -4 


SB — 90。にっぃて 




SB -900 の特長 

■ SB -900 の特長 _ 

ニコンク U エイティブライティングシステムに LS ) を搭載した、ガイドナンバー 

34 ( IS 0100 - m ) /48 ( IS 0200 • m ) (照射角 35 mnn、FX フオーマット、スタ 

ンダード配光時、20で）の大光量を持つ、高性能スピードライトです。 

- 〔 LS 対応力ラとの組み合わせにより、 i - TTL 調光モード撮影 （ i ^ D -2) やワイ 
ヤレス増な撮影（腹で- 39) など、多彩なスピードライト撮影び手軽に楽しめます。 

•撮影目的に合わせて、3つ（スタンダード配光/中央部重点配光/均質配光) 
の配光タイプび選択でさます。 （ b ^ D -24) 

• FX / DX 切り換え機能により、力ラの撮像範囲 （FX フオー マット / DX フ 
オー マット）に対応した配光になり、効率的で高品質な照射を実現します。 

•オートパワーズーム機能搭載により、照射角び使用レンズの焦点距離に連 
動します （ FX フオーマット時： 17 mm 〜20日 mm 、 DX フオーマット時： 
12 mm 〜 200 mm )。 また、内蔵ワイドパネルやバウンスアダプター使巧時に 
は、さ5にに角側の照射角び自動設定されます。 

•バウンス撮影（幅で-2かや近距離撮影（瞻 ^ D -30) び簡単にできまず。 

•カスタム設定機能により、各種の設定び効率よくでをまず。 〔 c ^ C -20) 

誦カメラにごいて 

SB - 900は、 〔LS 対応の一眼レフカメラとの組み合わせに最適化されています。 

- 〔 LS に対応していない一眼レフカメラ、または i - TTL 対応ニコンクールピクス 
との組み合わせについては 「 CLS 対応一眼レフ政外のカメラとの組み合わせ」 
をご覧ください。 （ c ^ E - l ) 


CLS 対応一眼レフカメラ 


D3、D700、D2 シ U- ズ、 D300、D200、D80、D70 シ U- ズ、 
D60、D50、D40 シリーズ、 F6 など 


i-TTL 対応ニコンクールピクス（コンパクトデジタルカメラ) 


COOLPIX 8800、 COOLPIX 8400、 COOLPIX P 5100、 
COOLPIXP 5000など 
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瞧ニコンクリエイティブライティングシステム （ CLS ) とは 

ニコンクリェイティブライティングシステムに LS ) は、ニコンのスピードライ 
卜とデジタルカメラのデータ通信ち式を最適化したシステムで、スピードライ 
卜撮影に新たな可能性を開く、さまざまな機能を提供します。 

主な機能は、次の通りです。 

■ i-TTL 調光モード 

CLS 用の TTL 調光モードです。必ずモニター発光を巧い、被写体か5の反射光 
を測光して発光制御します。そのため、周辺光の影響を受けにくい特長を持つ 
ています。（腐=0-2) 

■アドバンストワイヤレスライティング 

CLS 対応カメラでのワイヤレス増灯撮影時に、 i - TTL 調光モードで撮影できます。 
また、スピードライトを3つのグループに分けて発光制御を行ラことで、より 
ク U ェイティブな増口撮影びで走ます。 （ d ^ D -43) 

■ FV □ック撮影 

FV とは Flash Value の略で、フラッシュによる被写体の露光量を意味します。巧 
応カメラで FV □ックを行うと、構図を変えてもフラッシュ露光量を固定した撮 
影びでさます。また、□ック中にズー S ングした0、絞0値を変更しても、発 
光量は自動追随するので被写体へのフラッシュ露光量は変わりません。（陪^ D -55) 

■ 発光色温度情報伝達 

対応デジタルー眼レフカメラ使用時、フラッシュ光の色温度を自動的に力ラ 
に伝達します。対応力方ラでは、この情報をもとにスピードライト撮影時のホ 
ワイトバランスび適切に制御されます。 

■ オート FP 八イスピードシンク□撮影 

スピードライト撮影時のシャッタースピードび、対応カメラの最高速度まで設 
定でさます。開放側の絞りび使えるので、被写界深度をより浅 < したスピード 
ライト撮影びでさまず。（隐 = D -55) 

■マルチェリア AF 補助光 

AF 撮影時、 CLS 対応カメラの乃レチェリア AF に対応した AF 捕助光を照射します。 
対応カメラでは、フオーカスポイント（フオーカスエリア）を変更してを AF 補 
助光による AF 撮影びでさます。 （ c ^ D -58) 
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をな機能 


誦 SB -900 のを巧モードと撮驚機能 


■ITTLIiail 唯 目 (臨 D-2) 

モニター発光を行って被写体か5の反射光をカメラが測光し、スピードライト 
の発光を制御します。 


Hal 


絞り連動外部自動調光モード 


(欧 D-5) 


スピードライトの発光による被写体か5の反射光を外部自動調光巧センサーで 
測光し、カメラか5の情報 （ ISO 感度、絞0値など）を加昧して発光を制御します。 


圆が部自動調光モード 


(陵^ D-8) 

スピードライトの発光による被写体か5の反射光を外部自動調光用センサーで 
測光し、発光を制御します。 


1^距離優巧マニュアル発光モード 


任意の撮影距離を決め、 
び自動的に設定します。 


(d^D-11) 

絞り値を設定すれば、適正な発光量をスピードライト 


絞り値を設定す 


でげ巧(防 D -14) 

任意の絞 D 値と発光量の組み合わせで、露出や撮彰距離を撮霞者び設定でさます。 

■IRPTI … apgagfct : ち m — (防 D -17) 

被写体の連続的な動きを、1コマの画面内に分解写真のよ5に写し込めます。 


配光タイプ切り換え機能 


(臨 D —24) 

撮影目的に合わせて、3つ（スタンダード配光/中央部重点配光/均質配光）の 
配光タイプび選択でさます。 


パウンス撮彰 


(臨 D-26) 

フラッシユへッドの向さを変えて反射光を利用した撮影びでをまず。 


近距離撮彰 


(賊 D-30) 

ワイドパネルと下方バウンスを使用した近距離撮影びでさます。 


ラーフイルターを使用した撮該 


(防 D-33) 

カラーフィルターを使用して、光源の色を補正ずる撮霞や光に色を着けた撮影 
びでさます。 


調光補正/露出補正 


(d^D-37) 

発光量を変えて主要被写体の明るさを変える調光補正、露出値を意図的に変え 
て画像全体の明るさを変える露出補正びでさます。 
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ワイヤレス増な撮該 


( 陽 D-39) 


. アドバンストワイヤレスライティング 撮影（臨で- 43) 

リモート（補助好）を最大3つのグループに設定でを、マスター（主丹）お 
よび U モートの各グループごとに異なる発光制御びでをまず。 


. SU -4 タイプのワイヤレス増打 撮影（廊 D -50) 

リモート（補助好）びマスター(主阿)の発光開始と停止に連動する発光制御と、 
発光開始にのみ連動する発光制御の2種類の増阿撮影びでをます。 


瞧カメラ側の設定による撮驚機能 


Iオート FP/ \イスピードシンク□撮影 


(豚 D -55) 


シンク□スピードよりち速いシャッタースピードで撮影でをます。 


FV □ック撮影 


(防0-55) 


フラッシュ露光量を固定でさるので、被写体の B 月るさを一定に巧ったまま構図 
を変えて撮霞でさます。 


ス□-シンク□撮影 


(陽 D -55) 


背景の露出を考慮して、低速シャッタースピードで撮影でをます。 


赤目軽減発光撮該/赤目軽減ス □- シンク□撮該 


(豚 D -56) 


暗いところで人物の瞳び赤<写る「赤目現象」を軽減して撮影でをます。 


を幕シンク□撮該 


(陽 D -56) 


シャッターび閉じる前に発光して、動く被写体の光の軌跡を自然にと5えた撮 
影びでをます。 


画撮驚をサポートする機能 


オートパワーズーム 機能 


(陽 D -57) 


使用レンズの焦点距離に合わせて照射角を自動的に設定しまず。 


ISO 感度設定機能 


(防〇-60) 


カメラか6の情報に基づいて ISO 感度を自動的に設定しまず。 


已 AF 補助光機能 


(陽 D -58) 


暗い被写体でわ、オートフオーカスでピントを合わせることびでをます。 


B-5 



















まな機能 


テスト発光機能 


(臨 D -60) 

スピードライトび正常に機能して発光するかどラかを確認できます。 


モデリング発光機能 


(防 D -61) 

被写体の明るさや影など、ライティングの状態を撮影前に確認できます。 


FX/DX 切り換え機宜目 


(岐 D -62) 

カメラの撮像範囲に連動して、配光画ちび FX フォーマット (36 X 24) と DX フ 
ォーマット （24 X 16) で切り替わります。 

■ SB -900 の巧態や設定に関する機能 


カスタム設定機能 


(臨〔-20) 

表示パネルで確認しなびら各種の設定びでをます。 


ツーボタンリセット機能 


(d^C-9) 

各種の設定を初期設定に戻すことびでさます。 


B- 


キー□ック機能 


(防 C -9) 


誤作動を防止するため、操作ボタンを□ックずることびできます。 


表示/はル/ くツクライトの設定機能 


(臨 C -24) 

表示パネルバックライトの点灯、強制消灯を設定します。 


表示/はルのコントラスト設定機能 


表示パネルのコントラストを設定します。 


スタンバイ機能 


(陵^ C -28) 

自動的に待機（スタンバイ）状態にな0、電池の消耗を抑えます。 


連続発光機能 


連続撮影に同調して発光でさます。 


(陵^ F -5) 


過熱防止機能 


( d ^ F -6) 

SB -900 の温度を監視し、過熱のおそれびある場を、ずべての動作を停止させまず。 


-ムアップ機首目 


(防卜 10) 


カメラ占、6の操作でファームウェアをバージョンアップでさます。 


SB — 900について 
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c 操作方法 

SB-900 の各部の名称や表示の意味、 

撮影の基本ステップを説明していまず。 

•各部の名称 . C -2 

•撮影の基本ステップ . C -4 

•操作ボタンについて . 〔-8 

-表示について . C -10 

. カスタム言受定について . C -20 

-電池について . C -27 








各部のち祝 
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1 . フラッシュヘッド 

2 . フラッシュヘッド□ック解除ボタン 

(d^C-6) 

3. 電池ぶた 

4. ワイヤレスリモートセンサー窓 

(陪 ■ D -40) 


5. キヤツチライト反射板（陪 " D - SS ) 

6 . ワイドパネル ( b ^ D -31) 

7. フィルター識別センサー（陪 *0-35) 

8. AF 補助光（陽 *0-58) 

9. レディーライト(リモート時）（陪 " D - AS ) 
10 •外部電源コネクター（キャップ付き) 

( d ^ F -12) 

11. 外部自動調光用センサー窓（陪 ■ D -5 、 

D -8) 

12 •外部 AF 補助光接点 
13. □ツクピン 
14 •カメラ連動接点 
15 •取付け脚 
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16 . フラッシュヘッド上下回転角度目盛 

( BS - D -26) 

17. フラッシュヘッド左ち回転ち度目盛 

( ts - D -26) 

18. シンク□夕 一= ナルキャップ 

19. シンク□夕一=ナ方レ 

操作ボタン（"*■〔-8) 


20. 表示バネル （》®" C -10) 

21. レディーライト （" S ' C -?、 D -42) 

22. □ツクレバ_ ( BS - C -5) 


23 


24 



'◎ 

妙)厂 


I 


23. [ MODE ] ボタン 
24•に00 M ] ボタン 
25•フアンクシヨンボタン1 
26•フアンクシヨンボタン2 
27•フアンクシヨンボタン3 
28•テスト発光ボタン 
29. 電源/ワイヤレス設定スイッチ 
30•セレクターダイヤル 
31.[ OK ] ボタン 
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撮影の基本ステップ 


SB - 900と CLS 対応カメラとの組み合わせ時の、 i - TTL 調光モードを使った基本 
的な撮影のステップを説明しています。 i - TTL 調光モードにより、簡単に光量バ 
ランスの良いスピードライト撮影びでさます。 


ステップ7 


電池を入れる 

〇電池ぶたをスライドさせて開ける 



©+-表巧の向きに電池を入れる 

•「+」と「一」の向きにを意してください。 


©電池ぶたを押さえなが5、スライド 
させて閉じる 


誦使用でをる電池 

次の同じ種類の単3巧電池4本を使います。 



’交換の際は、4本とち同じ種類の新品電池を入れて<ださし、。 

’「電ミ也について」、「電ミ也についてのごを意」（が C -27、 幅■卜のをご覧ください。 
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操作方法 
















ステップ 2 


カメラに取0付ける 



OSB -900 およびカメラの電源を 
OFF にずる 



0□ックレバーを左に回ず 

©取付け脚をホットシューに差 
し&み、奥まで押し込む 



包□ックレバーをちに L の位置ま 
で回ず 

巧□ックの確認 

□ックレバーが止ま0、□ック機構の指標 
が合っていることを確認してください。 


瞧カメラか百の取かし方 



〇 □ックレイ（一を左に90°回ず 
©取付け脚をゆっくり引き巧く 

巧取付け脚び引を抜けない場合は 

-□ックピンが引っかかっています。 
ち5-度、□ックレバーを左にいっ 
ぱいまで回してか!5ゆっくり引さな 
いて < ださい。 

-絶対に無里こ弓 I を巧かないでください。 

































撮影の基本ステップ 


ステップ3 


フラッシュ〜ツドを設定する 


〇フラッシュへッド□ック解除 
ボタンを押しなび5、フラッ 
シュへッドを正面水平方向に 
設定ずる 

•フラッシュヘッドは正面、か平およ 
び上方向 9 cr で □ ックされます。 


フラッシュへッドの状態表示 



み画陋 

に0200 

ィ 0.6-8.0 m 

0.日I S d S 巧 

盘 m 24 mm F 日. 6 
旧 



•フラッシュヘッドび正面水平];(外に設 
" 定されている。（上方、左ちバウンス表示） 

9 •フラッシュヘッドび下方向に設定されて 
■し、る。（下方バウンス表示） 

• • 正面水平に醜されている。 


ステップ4 


電源を ON にする 



OSB -900 およびカメラの電源を 
ON にずる 

•電源スイッチを回して、指標を ON 
に合わせます。 


i-TTL モード時の表示例 



化 b -8.0 

m 巧; 

[溫 m 24 mm ] 

3.0 HI — 

な 

4 


- ISO 感度は自動的に設定されます。 


照射角はレンズの焦点距離に合わせ 
て自動的に設定されます。 
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ステップタ 


巧光モードを設定し、撮驚する 


0[ MOD ロボタンを押す 

©セレクターダイヤルを回して 
圧置！白を表示させる 

包 [0 K ] ボタンを押す 


発光モードの切り換えち 

セレクターダイヤルを回ずと、使用でさ 
る発光モードのアイコンびホのよ5に切 
D 替わ0ます。 



• 使用でさない発光モードはスキップされ、表示されません。 
- [ MODE ] ボタンで切り換えることちで走まず。 


OSB -900 またはカメラのフアイ 
ンダー内のレディーライトの 
点'灯をお詔して、撮影ずる 

-レディーライトび点灯していない場 
合は、シャツターボタンを半押しし 
て点灯させてください。 





f5.5 


レだ1 
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1. [MODE] ボタン 

発光モードを切 0 換えます。（陪 ■ C -10) 

2. に00 M] ボタン 

照射角を切り換えます。 ( b ^ D -57) 

3. フアンクシヨンボタン 1" 

4. フアンクシヨンボタン2 

5. フアンクシヨンボタン3_ 

•変更したい項目を選択します。 

•各ボタンに割り当てられる項目は、 
発光モードや設定状態によって 
異なります。 （ B ^ C -17) 

6. テスト発光ボタン 

.テスト発光（陪'0-60)、または 
モデ U ング発光 ( b ^ D -61) び行 
无ます。 

•テスト発光/モデ U ング発光の切 
り換えはカスタム設定で行います。 

(陪*〔-22) 

C -8 


7. 電源/ワイヤレス設定スイッチ 

-電源の ON / OFF を設定します。 
•ワイヤレス増阿撮影時のマスタ 
一（主口） / U モート（補助口) 
を設定します。 （ B ^ D -39) 

• マスター/ U モートを設定する場 
含は、スイッチ中央のボタンを 
押しなび5回して < ださい。 

8. セレクターダイヤル 

反転表示された項目の設定を変更 
します。 （ d ^ C -9) 

9. [OK ] ボタン 

.短<押すと、選択した設定を確 
定します。 

•約2秒間押し続けると、カスタム 
設定画面になります。 （ b ^ C -21) 


I 操作ボタンについて 

瞧操作ボタンのをがと機能 


〇 

34 5 67 8 9 1 



操作ちを 






























瞧操作ボタンの使い方 


各種設定は、基本的に次の方法で変更でさます。 



み画陋 rsi£Ev|0 

に0 20白 • L 

ィ 0.7-10 m AF , 

: n . _ 

n 亡 I a A a 化 _: ■ 



o 変更したい項目のボタンを押ず 

-項目び反転表示されます。 

0セレクターダイヤルで設定を 
選択ずる 

-時計回0に回すと数値び増え、反時 
計回0に回すと数値び減0ます。 

©[ OK ] ボタンを押して、設定 
を確定ずる 

-確定した項目び通常の表示に戻ります。 
- [0 K ] ボタンを押さない場合は、約 
5秒び経過すると設定び確定します。 


瞧2つのボタンを同時に巧して設定する機能 


ツーボタンリセット機能 

各種の設定（カスタム設定を除く）を初期設定 
に戻すには、フアンクシヨンボタン1と3 (緑 
の♦印付を）を同時に約2秒間押します。 

•1」セットされると、表示パネルび反転表示後 
に通常表示になります。 

キー□ック機能 

操作ボタンを□ックするには、フアンクシヨン 
ボタン1と2 (力半のマーク付を）を同時に約2 
砂間押します。 

•電源/ワイヤレス設定スイッチ、テスト発光 
ボタンは□ックされません。 

-キー□ック設定中はアイコンを表示します。 



□ックを解除するには、巧度、ファンクシヨ 
ンボタン1と2を同時に約2秒間押します。 
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I 表巧について 

■表巧パえル 

表示パネルのアイコンは各種設定状態を表わしています。 

-表示されるアイコンは、発光モードや設定状態によって異なります。 
-反転表示された項目は、設定や変更びできることを示しています。 



操 

作 

方 

法 


TTLIBL 


じ^^ 

ィ0.6-8.0 m 

□巨1 S 4 曰 1巨 

强 m 24 mm F 5.6 

因 


巧!; 
1日旨 
~ V~ 


発光モード表示 


1 み TTUBLl 岡 1 


40.6-8.0m 


盈 m 24 mm F 5.6 

1 日旨 

因 

み 


み 

モニター発光 

画 

i - TTL 調光モード 

跑 

BL (バランス)調光 

國 

才ート FP ノバスピードシンク □ 

國 

絞 D 連動外部自動調光モード 

回 

外部自動調光モード 

画 

距離優先マニュアル発光モード 

圆 

マニュアル発光モード 

画 

U ピーティング発光モード 


発光量表示 


呕 1/2 J 

5.6 m 

3ミ 

]宜 

D.S ， 5 4 B 巧 づ I 

ZMtn 24 mm F 5.6 ' 

M 4 


C -10 


1/2 ^マニュアル発光量 

•マニュアル発光量については 









































ISO 感度 


み TTUBLl 


^0.6~8.0 m 

巧 

日 .61 S 4 日 1 巨 

1 日 B 

j zoom と 4 mm 卜: J.U 

I 因 

4 


I i-TTL 調光/絞り連動外部自動調光/ 

が部自動調光モード時 

^調光範囲(数1直) 
Ih 調光範囲(バー) 

調光限界表示 

I距離優先マニュアル発光モード時 

-撮該距離 


4.5 


5 .功 > 5.6 m 

S 4 B 16 


Ih 撮影距離と 
調光範囲 
(▼とバー） 


マニュアル発光/ 

リピーティング発光モード時 


5. 

， 

5 m 
, 

D.6 1 B 4 

B 1E 


-調光距離(数値) 


調光距離 （▼) 
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■^0.6"8.0 m 

[1.6 1 S 4 B 16 


ISO 200 ISO 感度 


脚 J 

1 180200 1 

， a.D-'8.0 m 

a 61 5 4 日 IB —} 

盟 m 24 mm F 5.6 ' 

]S 

旧 4 


距離表示 



操作方ま 




































表示にごいて 


照射角表示 



诗画陋 

180200 

イ 0.6-8.2 m 


0.7 EV 


ZDclfri7mm 


1 15 * * 

た .6 


ID 旨 


zuum 

オートバワーズーム 

M 

zoom 

照射角のマニュアル設定 

の 

zuum 

オー h バワーズーム 禁止 
(マニュアル設定専用） 

M 7 mm 

最広角側の照射角 

200 

最望遠側の照射角 

I 200 IS . 

ワイドパネル破損時の照射角の 
マニュアル設定 


配光画角表示 


油 TTUBLl 

ISO 200 

40.6-8.0m 

~ -11 

盟 m|24mm F 5.6 

1 

气み 


の 

ZQum 

オー h パワーズーム時の 

DX フォーマツト配光 

の 

zuum 

オートパワーズーム時の 

FX フォーマツト配光 

ZQum 

照射角のマニュアル設定時の 

DX フォーマツト配光 

Wm 

zuum 

照射角のマニュアル設定時の 

FX フォーマツト配光 

のの 

zuum 

オートパワーズーム禁止時の 

DX フォーマツト配光 

旧の 

こ叫の 

オートパワーズーム禁止時の 

FX フォーマツト配光 


因オートパワーズーム時の [ ffl 、 EH 表示について 


使用ずる力^ラによって表示び異なります。 

• [ ffl 、 E 田を表示する： D 3、 D 700 

• E 田を表示する： D 300、 D 60、 D 40 シ U - ズ 

-どち5を表示しない： DX 自動切り換え機能を備えていないカメラ 
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絞り値表示 


油 TTLI 旧 Ll 


40.6-8.0m 


。 6 ， 6 f B ’e 1 

野 om 24 f f5.6 I 

吨日 


4 


f 5.6 

絞り値（力;ラ側設定） 

f 5.6 

絞り値 （ SB - 900側設定） 

F 园 

調光範囲外の絞り値警吉 
(カメラ側設定） 


調光補正値表示 


み画画 

ISO 乙 00 

ィ 0.7- 10 

□ 巨， 3 4 B Ib -:[ ] 

を_ 94--バも刻 • 〇 


因 4 



m QF ■: 


[-0.7EV ] 調光捕正値 

•調光補正値については （ d ^ D -37) 
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表示にごいて 



180200 


40.6-8.0 m 

/巧； 

Q6 1 3 4 曰 1 巨 

置 a け6 

旨 

巧 

' 



G1 

■ 

カラーフイルター装着、カラーフイ 
ルターの種類 

• 

■ 

スタンダード配光 

■ 

中央部重点配光 


均質配光 

■ft 

■ 

上方バウンス、左ちバウンス 

a 

■ 

下ちバウンス 

m 

■ 

表示パネルバックライト点阿 

m 

QF| 

AF 捕助光照射 

8 

CLS 対応力方ラと通信中 

三 

1 

過熱防止機能設定 


i Oil 

過熱防止機能非設定 

— fi — 

キー □ック中 


み画陋 



4 

了乂卜発光 

♦ . 

モデ U ング発光 


状態表示 


テスト発光ボタン機能表示 


操作方法 















































瞧ワイヤレス増灯撮影時の画面表示側 

発光モードや設定状態によって表示されるアイコンは異なります。 

■マスター設定（アドバンストワイヤレスライティング時） （豚 D -43) 


マスターの 発光 モーに 調光補正量 



A 、 B、C グループの 発光 モーに 
調光補正量、マニュアル発光量 


■リモート設定（アドバンストワイヤレスライティング時） （陽 D -43) 


グルーフ 


1 み IsrI Aecljchll 2341 

1 [REMOTE の 

m 

]■ 

【■M 

2 00(11 

24 mm 


1 GR 

Ch 

み 

U モート設定 i 

すウンドモニター 


チヤンネル 


C-15 







































表示にごいて 


■マスターのリピーティング発光モード 

(アドバンストワイヤレスライティング時）（陵^ D -49) 

IJ ピーティング発光モード 


発光回数 I 


発光量 


|rPT1J/64 -且 .3 EV J 



24 Times 】 【ly Hz 

因 ON 

回 ON 

宜 OFF 

回 ON 


Chi 


進 n ち 


-チヤンネル 

クタ 'liSB|7S 

~発ホ間陶 


SE し 


24 mm F 5.6 


Ch 


マスター、 A 、 B 、 〔グループの発光 （ ON )/ 非発光 （ OFF ) 


■マスター設定 （ SU -4 タイプのワイヤレス増巧時）（臨 D -50) 

-マスター設定 


回1 

15 U と yy 

- 六 

40.6-8.0 m 

夕 

□ .B 1 a 4 B 1 G 

飄 m 24 mm F 日.6 

1日己 

因 

み 


■リモート設定 （ SU -4 タイプのワイヤレス増巧時）（臨 D -50) 



IJ モート設定 受光禁止 

C -16 


操作方法 






















































瞧フアンクシヨンボタンの割当て頃目 

発光モードや設定状態によって、フアンクシヨンボタンに割当て 5 れる項目び 
異なります。 

-ボタンに割当てられている項目は、下記のアイコンで表示されます。 

-ボタンに項目び割当て! 5 れていない場合は、何ち表示されません。 


■ 1巧時 


調光補正量 





マニュアル発光量 




絞 0 値 



FNo 

撮影距離 


mft 



TTL 調光アンダー量 


A 



発光回数 


Times 



発光間隔 



Hs 


オートバワーズーム 



ZDDrri 


V® 

il(€ 


kAx 


REMOTE % MASTER 

細 /^^«；)1 


■マスター設定時（アドバンス ト ワイヤレスライティング時） （陵^ D -43) 


設定グループ切り撰え 

SEL 






チヤンネル 



Ch 




調光補正量 



旧 




マニュアル発光量 



M 




絞 0 値 





FNo 


TTL 調光アンダー量 





A 


オートバワーズーム 




ZDDm 
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表示にごいて 


■マスター設定時 （ SU -4 タイプのワイヤレス増な時） ( b ^ D -50) 


調光補正量 M 




マニュアル発光量 M 




撮影距離 r 

nfi 

t 


絞 D 値 



FNo 

オー トバワ ーズーム 


ZDDm 



■ リモート設定時（アドバンストワイヤレスライティング時） （防 D -43) 


グループ 

GR 




チヤンネル 



Ch 








■リモート設定時 （ SU -4 タイプのワイヤレス増な時） （が D -50) 

マニュアル発光量 M 

受光禁止(設定変更は不可） 与 off 





操作方法 
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■ マスターの u ピー ティング発光 モード 時 

(アドバンストワイヤレスライティング時） （应 ■ D -49) 


設定グループ切り換え 

SEL 






チヤンネル 



Ch 




第二階層への移動 





RPT 


発光/非発光 


ON/OFF 



発光量 

M 






発光回数 



IimEE 




発光間隔 





Hs 


オートバワーズーム 




ZDDrri 

1 















I カスタム設定にごいて 

表示パネルで確認しなびら、各種の設定びでさます。 

•表示されるアイコンは、組み合わせるカメラや SB- 900 の設定によって異なります。 
-設定でさない項目のアイコンは表示されません。 

.「マイメニューの設定」で「マイ六ニュー」にした場含は、登録した項目だけ 
び表示されます。すべての項目を表示させる場含は「フル六ニュー」にして 
ください。（幅て- 25) 

I 誦カスタム設定頃目 とアイコンー覽 



な 


外部自動調光モードの設定 〔 d ^ C -22) 


た画 


マスターのリピーテイング発光モードの設定（陪 ■ C -22) 


圆 


マニュアル発光量の変化ステップの設定 （ b ^ C -22) 


SU -。 


SU -4 タイプのワイヤレス増丹の設定（陪 C 22) 


A 


配光タイプの設定 ( B ^ C -22) 


•ぉ 1% 


テスト発光ボタンの設定 〔 D ^ C -22) 


FLASH も 


i - TTL 調光モード時のテスト発光量の設定 ( i ®- C -23) 


FX/DX 


撮像範固連動の設定 （ B ^ C ：-23) 


M 

zoom 


オートパワーズーム禁止の設定 （ b ^ C -23) 


PF 巧 


AF 補助光/本発光禁止の設定 （ i ®" C -23) 


STBV 〇 


スタンバイ機能の設定 （ D ^ C -23) 


ISO 


に0感度の設定 ( i ^ C -24) 


REROV >ん 


U モート時のレディーライトの設定（陪 ■ C -24) 


LIGHT 


表示パネルバックライトの設定 （ B ^ C -24) 




過熱防止磯能の設定 （ b ^(：-24) 


よ 


サウンドモニターの設定〔陪 " CJA ) 


LCD 〇 


表示パネルのコントラストの設定 （ b ^ C -25) 


m/ft 


距離表示単位の設定 ( i ®- C -25) 


WP る、 


ワイドパネル破損時の照射角のマニュアル設定 （ B ^ C -25) 


昆 


マイメニューの設定 （ i » C -25) 


VER . 


ファームウエアバージョン表示（陽'〔-25) 


RESET 


カスタム設定 1」 セットの設定 （ i ®" C -25) 


操作方法 
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誦カスタム設定の方法 



〇[0のボタンを約2秒間押して、力 
スタム設定画面にずる 


0セレクタ ー ダイヤルで設定したい項 
目を選び、 [0 K ] ボタンを押ず 

•反転表示の項目び設定で走ます。設定中は 
反転表示されます。 


カスタム設定項目 


厂か RPTl 

[M 

[SU-4 


さち毎回 
►◎回 
さ烟 
回 


反転表示の設定項目 
の位置（全22項目中 
の位置)。設定操作 
中は表示されません。 


設定できない項目は網目の枠になります。 



©セレクターダイヤルで設定内容を選 
び、 [0 K ] ボタンを押ず 


• 選択中は反転表示されます。 

• その設定内容のアイコンび表示されます。 

- [0 K ] ボタンを押すと、項目選択画面に戻 
0ます。 


選択でをる設定内容 



〇フアンクシヨンボタン1 [ EXIT ] を 
押して、カスタム設定を終了ずる 

•通常の表示に戻ります。 
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カスタム設定について 
誦カスタム設定頃目の詳細 


• 太字は初期設定です。 


1 ft 1 

外部自動調光モードの設定 （陪 " D - S 、 D -8) 

が部自動調光モードを設定します。 

広で お因 ■ 
◎回 

4回 
回 

絞り連動外部自動調巧モード（モニター巧巧おり） 

絞り連動が部自動調光モード（モニター発光なし） 

外部自動調光モード（モニター発光あり） 

列部自動調光モード（モニター発光なし） 


1た國 1 

マスターのリピーティング発光 モー ドの設定 （陽 D -49) 

増灯撮該時のマスターの U ピーティング発光モードを設定しまず。 

ON 

ON : U ピーティング発光モードを設定 

OFF： リピーティング発巧モードを設定しない 


1 -/» 1 

テスト発光ボタンの設定 〔陪 ■ D -60、 D -61) 

テスト発光ボタンの機能を設定します。 

ち 

MODELING 

FLASH : テスト巧巧 

MODELING : モデ U ング発光 


1圆 i 

マニュアル発光量の変化ステップの設定（腔 ■ D -16) 

マニュアル発光モード時の発光量 M 1/1と1/2の間の蜜化ステップを設定します。 

圆 1" 1 

圆1。 1 
ON 

ITiTSM 


ON : 1/3段ずつ蜜化 

OFF :1段到ヒ 


1 SU -4 1 

SU-4 タイプのワイヤレス増口の設定 （陪 ' D - SO ) 

SU -4 タイプのワイヤレス増むを設定します。 

ON 

ON ： SU -4 タイプのワイヤレス増むを設定 

OFF： SU-4 タイプのワイヤレス増口を設定しない 


1 1 

配光タイプの設定 ( B ^ D -24) 

配光のタイプを設定します。 


• 

CW 

EVEN 

CW :中央部重点配光 

STD： スタンダード配巧 

EVEN ： 均質配光 


操作ち法 
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FLASH ^ i 

i-TTL 調光モード時のテスト発光量の設定 （ B ^ D -60) 

i - TTL 調光モード時のテスト発光ボタンを押したと去の発光量を設定します。 

M 1/32 

M 1/1 

M 1/128: 約 1/128 の巧量 

M 1/32:約1/32の光量 

M 1/1:フル発光 


1 FX/DX 1 

撮像節囲連動の設定 （ c ^ D -62) 

撮像範囲達動を設定しまず。 

M 

zoom 

FX 一 DX : カメラに合わせて自動切り換え 

FX : FX フォー マットけ 6 X 24) 

^■►FX^DX 1 

DX : DX フオー マット C 24 X 16) 


1 zoom 1 

才ートパワーズーム禁止の設定 ( B ^ D -57) 

照射角の自動設定機能を設定/解除しまず。 

zoom 

ON :オートパワーズーム禁止（マニュアル設定専用） 

► ON 

OFF : 才ートパワーズーム（マニュアル設定不可） 


1 AF A 1 

AF 補助光/本発光禁止の設定 （ b ^ D -58) 

AF 補助光の照射/禁止、スピードライトの発光禁止を設定しまず。 

巧 

ON : AF 巧巧)巧を•顆射 

日 FF : AF 補助光の照射禁止 

OFF 

flF ONLY 

AF ONLY ； スピードライトの発光禁止 （ AF 補助光を照射） 


1 STBV 〇 1 

スタンバイ機能の設定 («^ C -28) 

自動的に待機（スタンバイ）状態になるまでの時間を設定します。 

吐"化 ■ 

40 

80 

化0 

300 

AUTO ： カメラの半巧しタイマーと連動 

40:40秒 

80:80秒 

1如： 1 目日砂 

300 : 300秒 

— スタンパイ機能辭除 
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カスタム設定について 



サウンドモニターの設定 〔陪'0-42、 F -6) 

増灯撮影での IJ モート時および、高湿検出時のサウンドモニターを設定します。 

1ょ 1 



ON ： 鳴る 

OFF ： 鳴らない 

IliTTH 


OFF 



1 UGHT ，； 1 

表示パネルバックライトの設定 ( B ^ F -9) 

ノ（ックライトの点な、強制消なを設定しまず。 

IX1IH 

OFF 

ON : 点な 

OFF ： 強制消な 


1 i 1 

過熱防止機能の設定 (<^ F -6) 

過熱防止機能を設定します。 

1U 

[ESU 

OFF 

ON ： 遇熱防止機能を誌定 

OFF ： 過熱防止機能を設定しない 


I ISO I 

ISO 感度の設定 ( B ^ D -60) 

ISO 感度を設定します。感度は IS 03 〜8000の間で還おできます。 

64 

80 

125 
化白 

100: ISO 感度100 


I RER0V >■‘ I 

リモート時のレディーライトの設定 （陪 D -42) 

U モート時の消費電力節減のためのレディーライトの点灯/点滅/消なを設 
定します。 

12: け： 

REAR 

FRONT 

REAR , FRONT : を測び点灯、前測（リモート時）が点滅 

REAR ： 懐側のレディーライトのみ点む 

FRONT : 前側のレディーライト （ U モート時）のみ点滅 


操作ち法 
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表示バネルのコントラストの設定 (>®- F -9) 

1 LCD O 1 

表示ノなルのコントラストを設定します。設定でさるコントラストは9段階で、 


グラフで表示します。 

+ 

9段階の5段目 


1 1 

ワイドパネル破損時の照射角のマニュアル設定 (<^ F -4) 

ワイドパネル破損時に照射角を固をするか、マニュアル設定ずるかを設定しまず。 

ON 

IXS9 

ON : マニュアル設定可能 

OFF ： マニュアル設を不可 


屋 1 

マイメニユーの設定 ( B ^ C -26) 

カスタム設定画面で、すべての設定項目を表示するか、登録した設定項 
目だけを表示ずるかを設定します。 

圓 

► MY MENU 

SET UP 

FULL ： ずべての設定頂目を表巧 

MY MENU ： 登録した設定項目のみ表示 

SET UP : マイメニューの編集 


1 VER' 1 

ファームウエアバージョン表示 （陪 F -10) 

ファームウエアの；くージョンを表示しまず。 

1.00 




カスタム設定リセットの設定 

I RESET I 

カスタム設定項目の初期設定への U セットを設定します。 


cr 距離表示単位の設定」と「マイメニューの設定」を除く） 

VES 

YES ： 初期設定にリセット 


No:y セツ トしなし、 
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距離表示単位の設定 

距離表示の単位を設定します。 

I m/ft I 


Dm 

m : メートル 

ft 

行：フイート 


si 






































カスタム設定について 


■マイメニュ ー 

「マイメニュー」に設定すると、よく使5項目だけを登録してカスタム設定画面 
に表示させることびでさます。 

•登録項目は必要に応じて追加、削除できます。 

•すべての設定項目を表示させる場合は「フルメニュー」に設定してくださし、。 

f マイメニューの設定方法 


LCD 〇 

m/ft 

WP 、 

圍 

FILL 

k 一り wr … ■ 

[—4"j— ] 

EXIT 



LCD O 

圍 

FULL 

► MV MENU 

— う |1 圆 

m/ft 

WP 、 

E 对 T 




or マイメニュー①設定」で rsET 
UP 」 を選択し、 [0 K ] ボタンを 
押ず 

0登録ずる項目を選び、 [0 K ] ボ 
タンを押す 

•項目のチェックボックスに回び表おさ 
れます。 

-登録できない項目はチェックボックス 
び表示されません。 

•登録削除する場合は、再度 [0 K ] ボタ 
ンを巧してチェックボックスの旺外し 
て < ださい。 

©手順0を繰返し、ずべての項目 
を登録した5、フアンクシヨン 
ボタン1 [ BACK ] を押して「マ 
イメニューの設定 J に戻る 


〇フアンクシヨンボタン1 「 EXIT 」 
を押して、カスタム設定を終了 
ずる 

-通甫の表示に戻りまず。 
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電池について 

■電池交換の目ま 

電源 ON や発光後、レディーライト点口までの時間び！; TF のよラに遅<なったら、 
早めに電池を交換または充電してください。 


アルカリ電池 

20砂攻上 

リチウム電地 

10秒似上 

オキシライド乾電池 

10砂攻上 

ニッケル水素充電池 

10秒似上 


•善しく電池び消耗ずると、スピードライトの電源び ON 状態でわ、ズーム動作 
び繰り返されて作動音び発生することびあります。このよラな場合は、外部 
電源使巧時でち、スピードライトの電池を交換して<ださし、。 

■ 電池容量不足画面 _ 

電池容量び不足すると、表示パネルび左の画面に変 
わ0、すべての動作び停止します。新しい電池に交 
撰または充電してください。 


因電池別の最短発光間隔と発光回数 

使用電池別の最短発光間隔、発光回数等については「仕様」をご覧くださし、。 

(腐中 21) 

瞧か部電源（別売） 

外部電源を使ラと電源供給び安定し、発光回数を増やした0発光間隔を短縮で 
きます。（瞻 ^ F -12) 



si 
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電池について 

誦電池の消耗を抑えるスタンバイ機能 

S B -900 と力;ラを操作しない状態び一定時間！;^上続 
くと、自動的に待機（スタンバイ）状態になり、電 
池の消耗を抑えます。 

- SB -90 日のスタンバイ機能はカメラの半押しタイマ 
一に連動しています（初期設定)。 


スタンバイ：!犬態か S 電源 ON にずるには 


.SB-900 の電源スイッチを再度 OFF か 60N、REMOTE または MASTER に合わ 
せまず。 

. テスト発光ボタンを巧します。 

-カメラのシャッターボタンを半押しします。 


スタンバイ状態になるまでの時間の設定 


• スタンバイ状態になるまでの時間は、カスタム設定で変更できます。 （ i ^ C -23) 



操作方法 
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発光モードと撮影機能 


SB -900 の各発光モードと撮影機能を説明していまず。 

- CLS 対応デジタルー眼レフカラおよびび U レンズとの組み合 
わせで説明しています。その他の力ラと組み合わせる場をは、 
使用でをる機能やノ くネル表示び異なりますのでごを意くださし、。 
-カメラ側の機能や設定については、カメラの使用説明書をご覧 
<ださし、。 


- i - TTL 調光モード . D -2 

•絞0連動外部自動調光モード . D -5 

•外部自動調光モード . D -8 

-距離優先マニュアル発光モード . D -11 

• マニュアル発光モード . D -14 

- U ピーティング発光モード . D -17 

• 距離優先マニュアル発光モード/マニュアル発光 
モード/ 1」ピーティング発光モード時の絞0値、 

発光量撮影距離の求め方 . D -22 

-配光タイプ切り換え機能 . D -24 

•バウンス撮影 . D -% 

-下方バウンスによる近距離撮影 . D -30 

-カラーフィルターを使用した撮影 . D -33 

•調光補正/露出補正 . D -37 

-ワイヤレス増口撮影 . D -39 

-カメラ側の設定による撮影機能 . D -55 

-撮影をヴポートする機能 . D -57 





発光モ—ドと撮影機能 


D 

















i - TTL 調光モード 

モニター発光を行って被写体か5の反射光をカメラで測光し、力;ラびスピー 
ドライトの発光量を制御する調光方式です。 

-一般的な撮影には i-TTL 調光モードの使用をおすすめします。 

• i-TTL 調光モードでの撮影手順は、「撮影の基本ステップ」をご覧ください。 
(臨 C-4) 

- i-TTL 調光モードはバランス調光とスタンダード調光の2つか5選択でさます。 


i-TTL-BL 調光 


被写体と背景光のバランスを考慮して発光量を制御する、バランス調光を行 
います。 のて1厮] が表示されます。 


スタンダード i-TTL 調光 


背景光を考慮せず、主要被写体び基準露光量になるよ5に発光量を制御します。 
主要な被写体を強調した撮影に最適でず。面□び表示されます。 

i - TTL 調光モードの設定方法 

O[M0DE] ボタンを押す 

©セレクターダイヤルを回して 
圧立！□または圧互]を表おさせ 
る 

©[0K] ボタンを押す 
i-TTL 調光モード時の表示例 


:モニター発光を行います。 

田〇 : i-TTL 調光を行います。 

陋：バランス調光を行います。 
m :カメラ側でオート FP 八イスピード 
シンク□機能び設定されています。 


[4ITTLIIBLI1 

■I 

QF ■ミ 

■^0-6*8. 0 m 

日 E 1 5 4 百 巧 づ I 

飄 m 24 mm F 日.6 ' 

因 

み 



D— 2 






































因モニター 発光について 


i - TTL 調光モード時は本発光直前にモニター発光を行い、本発光に必要な被写 
体情報を収集します。 


i-TTL 調光 モー ド時の調光節囲 


油 TTLI 旧 L 1 



ISO 200 



"•0.6"8.0 m 



□ E 1 S 4 日 1 巨 

4 


zSim mm F り .b 


因 




調光範囲は数字とバーグラフで表示さ 
れます。 

•撮影距離は、この範囲内に設定して 
<ださい。 


調光範囲はフォーマット、配光タイ 
プ、 ISO 感度、照射角、絞り値によ 
つて異な0ます。詳細は「仕様」を 
ご覧ください。〔臨 F -16) 



SISO 感度、絞り値、焦庶距離の自動設定 

仁 LS 対応カメラ、 [ PU レンズとの組み合わせ時は、 5 B - 900の ISO 感度、絞り値、 
焦点距離は力 ラからの指示によって自動的に設定されます。 

-に0感度連動範囲の詳細は、カメラの使用説明書をご覧くださし、。 


発 

光 

モ 


と 

撮 

影 


D-3 


















巧 露出不足警告が出た5 




SB -900 がフル発光ずると、発光直 
後にカメラのファインダー内および 
SB -900 のレディーライトが約3秒間 
点滅します。 

露出不足の可能性があるので、撮影距 
離を短くするか、絞り値を開放側に設 
定するなどして、撮影し直してください。 
レディーライトの点滅と同時に 、 TTL 
調光アンダー表示と露出不足量の目を 
となるアンダー量を約3秒間表示しま 
す。（表示範囲： 〇〜 一3.0 EV ) 

TTL 調光アンダー量表示は、消な後ち 
ファンクシヨンボタン2 [調光アンダ 
一量表示]を巧すと、巧している間、 
再表示されます。 


因カメラの測光モードを切り換えると 


’ i - TTL - BL 調光時に測光モードをスポット測光に切0換えると、自動的にスタ 
ンダード i - TTL 調光に切り替 D ます。 

’スポット測光からマルチパターン測光、中央部重点測光に戻ずと、 i - TTL - BL 調 
光に戻 D ます。 


i - TTL 調が E — ド 


D !| 
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絞り連動か部自動調光モード 


スピードライトの発光による被写体か5の反射光を外部自動調光用センサー窓 
で測光し、カメラから伝達される ISO 感度-絞り値-焦点距離-震出補正値な 
どの情報を加えて、スピードライトび発光量を制御します。 

絞り連動か部自動調光モードの設定方法 

絞0連動が部自動調光モードと外部自動調光モード （i^D-8) の切0換えは、 
カスタム設定で巧います。 （i^C-22) 

•初期設定では絞り連動外部自動調光モード（モニター発光あ 0) に設定さ 
れています。 

-カメラか5絞り値情報び伝達されない場合は、自動的に外部自動調光モー 
ドに設定されます。 



〇 [ MODE ] ボタンを押ず 

0セレクタ ー ダイヤルを回して 
壓国または回を表示させる 
©[0 K ] ボタンを押ず 


絞り連動が部自動調光モード時の表示例 


4國1 


40.6-8.0 m 


飄 m 24 mm F 日.6 

1日旨 

因 

み 


み：モニター発光を行います。 

區国：絞0連動が部自動調光を巧います。 
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モニター 発光の有無は、カスタム設定で選択でさます。 （ i ^ C -22) 

「モニター発光あり」に設定すると本発光直前にモニター発光を巧い、本発光 
に必要な被写体情報を収集します。 

才ート FP 八イスピードシンク□撮影（臨 D -55)、 FV □ック撮影（臨 D -55) 
をずる場合は、「モニター発光あり」に設定してください。 


ホ國 

to りげ〇 


40ぶ-8.0 m 


日. S 1 5 4 日 16 

1日 a 

立。 m '4 mm 卜 ：3 .D 

因 

み 


調光範囲は数字とバーグラフで表示されます。 
•撮影距離は、この範囲巧に設定してくださし、。 

-調光範囲はフオーマツト、配光タイプ、 ISO 感度、 
照射角、絞り値によって異なります。詳細は「仕 
様」をご賣ください。（瞻 ^ F -16) 


巧絞り連動が部自動調光モードでの望遠レンズ使用時のごま意 

-望遠レンズを使用した撮影では、調光範囲内であってち露出アンダーとな 
る場合がありまず。 

-望遠レンズ使用時は i - TTL 調光モードで撮影することをおすずめしまず。 


絞0連動が部自動調光モード 

因モニター発光について 


絞り連動外部自動調光モード時の調光節囲 


D !| 
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絞り連動か部自動調巧モードの撮驚手順 


〇 カメラの液晶表示 


回 


IBS 巧ぶ 


AF-S REM 

新の SHli 


&カメラの液晶表示 


〇カメラの露出モードを" P " (プ□グ 
ラムオート）または" A " (絞り優先 
オート）に設定ずる 
因絞りリングのある CPU レンズ使用時は 

絞0リングのある CPU レンズは最小絞0 (最大値) 
に設定し□ックしてください。詳しくはレンズの 
使用説明書をご覧ください。 

©露出モードび" A " の場合は、調光節 
囲を確認しなび5、カメラ側で絞り 
値を設定ずる 

•設定する絞り値は、調光範囲内になるよラに 
選んでください。 

©レディーライトの点口を確認して、 
撮影ずる 

巧露出不足警告び出た S 

I SB - 900がフル発光ずると、発光直後にカメラの 
ファインダー内および SB -900 のレディーライト 
が約3秒間点減しまず。 

■露出不足の可能性があるので、撮影距離を短く 
ずるか、絞り値を開放側に設定するなどして、 
撮影し直してください。 

因撮影前に光量不足を確認ずるには 




画 

の f 5 .S 



み國 

ISO 200 

ィ 0.6-8.0 m 


OB 1 

m 

ご日 am 


24 mm F 5.6 





O テスト発光表示を確認ずる 
0 実際の撮影と同様にカメラと SB -900 を設定し、 
テスト発光ボタンを押ず 

•発光直後にレディーライ h び点滅すると、光量 
不足の可能性びあります。絞り値を開放側にす 
るか、撮影距離を短くしてください。 


究光モ I ドと—— 
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か部自動調光モード 

スピードライトの発光による被写体か5の反射光を外部自動調光用センサー窓 
で測光し、適正な露出となるよ5にスピードライトび発光量を制御します。力 
メラ（レンズ）の絞り値を変えることで、露出お正び簡単にでさます。 

か部自動調巧モードの設定方法 

外部自動調光モードと絞0連動外部自動調光モード （ tS ' D - S ) の切り換えは、 
カスタム設定で行いまず。（腐 " CJS ) 

•初期設定では絞 D 連動外部自動調光モード（モニター発光あり）に設定さ 
れています。 

©[ MODE ] ボタンを押す 

©セレクターダイヤルを回して 
回を表示させる 

©[0 K ] ボタンを押す 


外部自動調光モード時の表示例 


卿 


40.6-8.0m 


0 6 t B 4 e IB 

飄 m 24 mm F 5.6 

1 日 旨 

因 FNo 

み 


み-モニター発光を行います。 
回：外部自動調光を行います。 
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モニター 発光の有無は、カスタム設定で選択でをます。 （ ii ^ C -22) 

「モニター発光あり」に設定すると本発光直前にモニター発光を行い、本発光 
に必要な被写体情報を収集します。 

才ート FP 八イスピードシンク□撮影（臨 D -55)、 FV □ック撮影（臨 D -55) 
をする場合は、「モニター発光あり」に設定してください。 


删 

icn orto 


"^0.6"8.0 m 


日 . S 1 S d B IE 

ifla 

koom と 4 mm h D.O 

因 FNo 



調光範囲は数字とノ くーグラフで表示されます。 
•撮影距離は、この範囲内に設定してください。 

-調光範囲はフオーマツト、配光タイプ、 ISO 感度、 
照射角、絞り値によって異なります。詳細は「仕 
様」をご覧ください。（陪 F -16) 


巧が部自動調光 モー ドでの望遠レンズ使用時のご注意 

-望遠レンズを使用した撮影では、調光範囲内であっても露出アンダーとな 
る場合があります。 

•望遠レンズ使巧時は i - TTL 調光モードで撮影ずることをおずすめしまず。 


因モニター 発光について 


外部自動調光 モー ド時の調光節囲 


究光モ I ドと—— 
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外部自動調光モード 


か部自動調光モードの撮驚手順 

力フの液晶表の 



0 

画 

|'?5 f 5.5 


〇カメラの露出モードを" A " (絞 
り優先オート）または" M " (マ 
ニユアル）に設定ずる 
0ファンクシヨンボタン3を押す 
0セレクタ ー ダイヤルを回し、 
調光範囲を確認しなび5絞り 
値を設定ずる 
O [0 K ] ボタンを押す 
© SB -900 に設定した絞り値を、 
レンズまたはカメラに設定ずる 
〇シャツタースピードを同調シ 
ャツタースピードに設定ずる 

〇レディーライトの点'打を確認 
して、撮該ずる 

巧露出不足警告が出た S 

SB -900 びフル発光すると、発光直後にカメラの 
ファインダー巧および SB - 900のレディーライト 
が約3秒間点滅します。 

I 露出不足の可能性びあるので、撮彰距離を短く 
ずるか、絞り値を開放側に設定ずるなどして、 

撮霞し直してください。 




因撮影前に光量不足を確認ずるには 



〇テスト発光表示をお詔ずる 
0 実際の撮誇と同様にカメラと SB -900 を設定し、テ 
スト発光ボタンを押ず 

-発光直後にレディーライトび点滅ずると、光量不足 
の可能性びあ0ます。絞0値を開放側にするか、撮 
影距離を短くしてください。 
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距離優巧マニュアル発光モード 


撮影距離を設定すれば、絞0値に合わせて適正な発光量をスピードライトび自 
動的に設定するマニュアル発光です。絞0値を変化させてわ露光量び一定のス 
ピードライト撮影びできます。 

-調光補正値を変えることで、簡単に調光捕正びでをまず。 

^距離優巧マニュアル発光モードの設定方法 

距離優先マニュアル発光モードは、フラッシュへッドび正面水平および下方 
向 U (がに設定されていると設定でさません。 

〇 [ MODE ] ボタンを押ず 
0セレクタ ー ダイヤルを回して 
直因を表示させる 
0[ OK ] ボタンを押ず 


距離優先マニュアル発光モード時の表示例（撮影距離 5 m の場合) 



撮影距離（数値) 


撮影距離と調光範囲（▼とバー） 

設定した撮影距離 （▼) び調光範囲（バー）内にあれば、 
適切な露光量び得られます。 
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s 巨離優巧マニュアル巧化モード 


距離優巧マニュアル巧巧モードの撮驚手順 

カメフの;夜晶表术 


画つ巧" 


f 5.5 



〇カメラの露出モードを" A " (絞 
り優巧才ート）または" M " (マ 
ニュアル）に設定ずる 


©フアンクシヨンボタン2を押す 

©セレクターダイヤルを回して 
撮影距離を設定ずる 

-設定巧能な撮影距離は0.3 m 〜 20 m 
で、じ〇感度によって異なります。 

0[ OK ] ボタンを押ず 

©カメラ側で絞り値を設定ずる 

-絞り値は計算式でホめまず（应 *0-22) 
- SB -900 では絞り値を設定できません。 

〇レディーライトの点幻を確認 
して、撮該ずる 


距離優先 マニュアル 発光 モー ド時の設定可能な撮影距離 


’撮彰距離は上表か S 運んで < ださし、。 

’表にない撮霞距離の場合は、近距離側の数値に（例えば、撮彰距離び 2.7 m の 
場合は、 2.5 m に）設定してください。 


0.3 

0.4 

0.5 

0.6 

0.7 

0.8 

0.9 

1.0 

1.1 

1.3 

1.4 

1.6 

1.8 

2.0 

2.2 

2.5 

2.8 

3.2 

3.6 

4.0 

4.5 

5.0 

5.6 

6.3 

7.1 

8.0 

9.0 

10 

11 

13 

14 

16 

18 

20 
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m 距離優先マニュアル発光モード時にフラッシュヘッドを回転させると 

-距離優先マニュアル発光モード時にフラッシュへッドを正面水平および下方 
向以外に設定すると、自動的に絞0連動外部自動調光/外部自動調光モードに 
切0誓ります。 

-フラッシュへッドを正面水平または下方向に戻ずと、自動的に距離優先マニ 
ュアル発光モードに戻ります。 


巧露出不足警告が出た6 

SB -900 がフル発光ずると、発光直後にカメラの 
ファインター内および SB -900 のレディーライト 
が約3秒間点減しまず。 

露出不足の可能性があるので、撮影距離を短く 
ずるか、絞り値を開放側に設定するなどして、 
撮影し直してください。 



D -13 








任意の絞り値と発光量の組み合わせで、露出や撮誇距離を撮影旨び設定できるので、 
自動調光モードでは難しいスピードライト撮彰にち対応でさます。 

•発光量は M 1/1(フル発光）か 6 M 1/128の微少、発光まで、撮彰意図に合わ 
せて設定でをまず。 

-マニュアル発光モードでは、撮彰後の露出不足警告は行われません。 

マニュアル発光モードの設定方法 

©[ MODE ] ボタンを押す 

©セレクターダイヤルを回して 
励を表示させる 

0[ OK ] ボタンを押ず 


マニュアル 発光 モー ド時の表示例 



調光距離（数値) 


調光距離 （▼) 



マニュアル発光モード 
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广マニュアル巧巧モードの撮影手順 


カメラの液晶表示 



巧ぶ 


〇カメラの露出モードを" A " (絞 
り優先才ート）または" M " (マ 
ニユアル）に設定ずる 

©ま要被写体までの距離に見合 
ラ発光量と絞り値を求める 

•発光量、絞り値は計算式でまめます。 
(防 D -23) 



カメラの液晶表示 

~向 . sj 


包フアンクシヨンボタン1を押す 

〇 セレクターダイヤルを回して 
発光量を設定ずる 

〇 [0 K ] ボタンを押ず 


〇カメラ側で絞り値を設定ずる 

- SB - 900では絞0値を設定でさません。 
-設定した発光量と絞り値に見合5撮 
影距離び表示されます。 


〇レディーライトの点灯を確認 
して、撮影ずる 
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マニュアル発光モード 


■ マニュアル発光モード時の発光量の設定方法 

フアンクシヨンボタン]を押してからセレクターダイヤルを回すと発光量び変 
化します。 

•時計回りに回ずと、政下のように分数値びルさく焼光量は大きく）なります。 

C /128 づ 1/128 (+ 0.3) づ 1/128 (+ 0.7) ^ 1/64 

■1 


■1/1 卜1/2 


1/64 (+ 0.7) 卜 1/64(+ 0.3) 


’反時計回りに回すと、し U 下のように分数値び大きく镜光麗まかさく）なります。 
户 1/1 卜 1/128 •• • 1/4 卜 0.7) 卜 1/4 {_ 0.3} 卜 1/4 ^ 


V2 ^ 1/2 卜 0.3) ^ 1/2 卜 0.7) - 


発光量は1/3段ずつ変化しますり/1と1/2の間を除く）。従って、 1/32( — 0.3) 
と V 64( + 0.7) は同じ発光量を意味します。 

M 1/1と1/2の間の変化ステップは、初期設定では1段ですび、カスタム設定 
で1/3段に設定でをます（11^022)。ご使用のカメラによっては、シャッタ 
ースピードを速くすると M 1/2上の光量び M 1/2と同程度までルさくなるこ 
とびお0ます。 


1/1 今 1/2 - 

+大卜 

♦♦♦ 遠卜 


. 1/64 ^ 1/128 

—発光量-> か一 

-撮影距離——>近 4 
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u ピーテイング発光モード 


U ピーティング発光では、シャッターび開いている間、スピードライトび連続 
発光するため、1コマの画面内に被写体の連続的な動きを分解写真のよラに写し 
込めます。 

- U ピーティング発光撮影時は、新品電池またはフル充電した電池を使用し、 
1回のレ U - ズごとにスピードライトの充電時間を充分にとってください。 

. シャッタースピードび遅<なりますので、兰脚のご使巧をおすずめします。 

-1」ピーティング発光モードでは、撮影後の露出不足警告は行われません。 


リピーテイング発光モードの設定方法 



O [ M 0 DS ボタンを押ず 

0セレクタ ー ダイヤルを回して 
EE 五を表示させる 
0[ OK ] ボタンを押ず 


リピーティング発光モード時の表示例 

発光回数- 


RPT(l/64]- 

•i ミ C ごご 0 J-TCig! 


TO 


D.6 

iSr 


Zq mm F J.U 


B 


Times 


調光距離 （▼) 


発光量 
発光間隔 

調光距離（数値) 
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y ピーテイング発光モード 

■ 発光量、発光回数、発光間隔のミ夫め方 

•発光回数 ( Times) は]コマで連続発光させる回数です。 

•発光間隔 ( Hz) は]砂間当たりの発光回数です。 

•発光回数は最大の発光回数であ0、露光中にだけ発光ずるため、シャッター 
スピードを速< したり、発光間隔を長<設定すると、実隙の発光回数は設定 
した回数じ(下になりまず。 

-発光量と発光間隔の組み合わせにより、し处下のよラに最大連続発光回数び制 
限されています。表を参照して、各数値を設定してください。 

最大連続発光回数 


就旧。 

発光量 

Ml/8 

M1/8- 

1/3EV 

M1/8- 

2/3EV 

Ml/16 

M1/16- 
1/3 EV 

Ml/16- 
2/3 EV 

Ml/32 

M1/32- 
1/3 EV 

M1/32- 
2/3 EV 

Ml/64 

M1/64- 

1/3EV 

M1/64- 

2/3EV 

Ml/128 

1Hz 

14 

16 

22 

30 

36 

46 

60 

68 

78 

90 

90 

90 

90 

2Hz 

3Hz 

12 

14 

18 

30 

36 

46 

60 

68 

78 

90 

90 

90 

90 

4Hz 

10 

12 

14 

20 

24 

30 

50 

56 

64 

80 

80 

80 

80 

5Hz 

8 

10 

12 

20 

24 

30 

40 

44 

52 

70 

70 

70 

70 

6Hz 

6 

7 

10 

20 

24 

30 

32 

36 

40 

56 

56 

56 

56 

7Hz 

6 

7 

10 

20 

24 

26 

28 

32 

36 

44 

44 

44 

44 

8Hz 

5 

6 

8 

10 

12 

14 

24 

26 

30 

36 

36 

36 

36 

9Hz 

5 

6 

8 

10 

12 

14 

22 

24 

28 

32 

32 

32 

32 

10Hz 

4 

5 

6 

8 

9 

10 

20 

22 

26 

28 

28 

28 

28 

20Hz 

4 

5 

6 

8 

9 

10 

12 

14 

18 

24 

24 

24 

24 

30Hz 

40Hz 

50Hz 

60Hz 

70Hz 

80Hz 

90Hz 

100 Hz 
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u ピーテイング巧巧モードの撮影手順 


カメラの液晶表示 


记5 


カメフの液晶表の 



0 

け，.‘ 

记 S 



〇カメラの露出モードを" M " (マ 
ニユアル）に設定ずる 

0フアンクシヨンボタン1を押し 
てか5セレクターダイヤルを 
回して発光■を設定し、 [0 K ] 
ボタンを押ず 

•設定できる発光量は、1/8〜1/128 
でず。 

©フアンクシヨンボタン2を押し 
てか5セレクターダイヤルを 
回して発光回数を設定し、 [ OK ] 
ボタンを押ず 

〇フアンクシヨンボタン3を押し 
てか5セレクターダイヤルを 
回して発光間隔を設定し、 [0 K ] 
ボタンを押ず 

©設定した発光量と焦点距離か 
5ガイドナンバーを求め 、ガ 
イドナンバーと撮誇距離から 
絞り値を求めて、カメラ側で 
絞り値を設定ずる 

•ガイドナンバー、絞り値は計算式で 
まめます。（が D-22) 

- SB- 900では絞0値を設定でさません。 
-設定した発光量と絞り値に見合5撮 
彰距離び表示されます。 



発光モ—ドと—機能 
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y ピーテイング発光モード 

〇 シャッタースピードを設定ずる 

-政下の計算式で求めた秒数よりち遅 
し、シャッタースピードにしてくださし、 

-発光回数-発光間隔=秒数 
•例えば、発光回数を10回、発光間隔 
を 5 Hz に設定した場合、シャッター 
スピードは2秒よ0低速に設定して 
<ださい。 

- Bulb (バルブ）ち設定でさます。 

〇レディーライトの点口を確認 
して、撮影ずる 

因 撮影前に発光状態を確認ずるには 

〇テスト発光表示を確認ずる 
©実際の撮影と同様にカメラと SB -900 を設定 
し、テスト発光ボタンを押ず 

-設定した発光間隔と発光回数で発光します。 


巧リピーティング発光撮影時の露出の補正 

-手順の©で設定した絞り値で得5れる撮影距離は、最初の発光で適正露出 
となる値でず。そのままリピーティング発光撮影ずると、像が重なった部 
分の露出がややオー/ 一になりまず。 

-必要に応じてカメラ側の絞り値の設定でアンダー側に露出補正してください。 



カメラの液晶表示 


_ 

0 

け 1 " 

记 S 
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H 参考 SB -900 に絞り値び表示されないときは 

-力;ラの絞り値情報び SB- 900に伝達されていません。 

-ファンクションボタン3を約2秒間押し続けると FNo び表示され、 SB-900 で 
絞り値を設定することびでをます。 


荒光モ—ドと—— 
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距離優巧マニュアル巧光モード/マニュアル巧光モード/ 

距離優先マニュアル発光モード/マニュアル発光モード/ U ピーティング発光モ 
ードでの撮影時は、下記のガイドナンバー表と計算式によって、適正な露出び 
得!5れる絞0値や発光量、撮影距離を計算でさます。 

-ガイドナンパ’一 〔GN) はスピードライトの発光量を示し、じ〇100 • m で表 
示されまず。 

•数値び大さくなるほど、光量び大さくなります。 


ISO 感度係数 

ISO 感度に応じてガイドナンバーに下の係数を乗じてください。 


ISO 

25 

50 

100 

200 

400 

800 

1600 

3200 

6400 

係数 

0.5 

0.71 

1 

1.4 

2 

2.8 

4 

5.6 

8 


ガイドナンバー （ ISO 100 • m ) 表 

下の表は FX フオーマット、スタンダード配光時のガイドナンバーです。 

-その他の条件でのガイドナンバーの詳細は r 仕様」をご覧ください。（臨 F-18) 


• BA :バウ ンスアダプター 装着時 

• WP :ワイドパネル使巧時 


発過 

照射角 (mm) 

14mm 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

135 

180 

200 


WP + 
BA 

BA 

WP 

1/1 

13 

16 

17 

22 

23 

24 

27 

30 

34 

40 

44 

47 

49.5 

51 

51.5 

54 

56 

1/2 

9.1 

11.3 

12 

15.5 

16.2 

16.9 

19 

21.2 

24 

28.2 

31.1 

33.2 

35 

36 

36.4 

38.1 

39.5 

1/4 

6.5 

8 

8.5 

11 

11.5 

12 

13.5 

15 

17 

20 

22 

23.5 

247 

25.5 

257 

27 

28 

1/8 

4.5 

5.6 

6 

7.7 

8.1 

8.4 

9.5 

10.6 

12 

14.1 

15.5 

16.6 

17.5 

18 

18.2 

19 

19.7 

1/16 

3.2 

4 

4.2 

5.5 

日 . 7 

6 

6.7 

7.5 

8.5 

10 

11 

11.7 

123 

12.7 

12.8 

13.5 

14 

1/32 

2.2 

2.8 

3 

3.8 

4 

4.2 

4.7 

5.3 

6 

7 

7.7 

8.3 

8.7 

9 

9.1 

9.5 

9.8 

1/64 

1.6 

2 

2.1 

2.7 

2.8 

3 

3.3 

3.7 

4.2 

5 

5.5 

弓 . 8 

6.1 

6.3 

6.4 

6.7 

7 

1/128 

1.1 

1.4 

1.5 

1.9 

2 

2.1 

2.3 

2.6 

3 

3.5 

3.8 

4.1 

4.3 

4.5 

4.5 

47 

4.9 
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■ J ピーティング発光モード時の絞 0 値、発光量、撮該距離のおめ方 


■絞り値のホめ方 

発光量照射角か日ガイドナンバー ( ISO 100 - m ) 表によってガイドナンバー 
を求め、 ISO 感度と撮影距離により下記の式で絞り値を算出します。 

絞り値= ガイドナン バ ー (ISO lOO-m) X ISO 感度係数今撮影距離 (m) 

例えば、照射角び 28 mm 、 発光量1/1、 ISO 400 (! SO 感度係数： 2) の場合。 
ガイドナンバーは表か530とわか0ます。撮影距離び 4 m であれば、 

3(KGN) X 2 (ISO 400の感度係数） - 4(撮影距離）=15(絞り値） 


•絞り値は、計算で求めた値またはそれよりアンダー側（大さな数値）の絞り 
値をカメラで設定してくださし、。 

■ 発光量の求め方 

撮影距離と絞り値を決めている場合は、下記の式でガイドナンパ'— ( ISO 100- 
m ) を算出します。 

ガイドナンパー (ISO lOO-m) =撮影距離 (m) X 絞り値 (F)- じ〇 感度係数 

ガイドナンバー表を参照して得5れたガイドナンバーとなる発光量を選び、 
SB - 900に設定します。 

例えば、撮影距離 6 m 、 絞り値 F 8、 ISO 400 ( ISO 感度係数： 2) の場合。 

6(撮影距離） X 8(絞り値 K 2(150400 感度係数）= 24(ISO 100-m) 

-照射角 35 mm であればガイドナンバー表から'' 24" となる発光量1/2を SB - 900 
に設定します。 



発 

光 

モ 


と 

撮 

影 


距離優先マニュアル発光では、発光量は、設定した撮影距離と絞り値とじ〇 
感度によって SB - 900び自動的に設定します。 


■ 撮影距離のホめ方 

撮影距離 （ m ) は、発光量照射角からガイドナンバー(150100 • m ) 表によ 
つてガイドナンバーを求め、設定した ISO 感度と絞り値に応じて下記の式で撮 
影距離を算出します。 

撮影距離 (m) = ガイドナンパー (ISO 100-m) x ISO 感度係数-絞り値 
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配光タイプ切り換え機能 


スピードライトの配光は、画面中央びいちばん明る<、周辺になるほど暗くな 
るのび一般的です。 SB - 900では、この中央と周辺の光量差の生じ方を制御する 
配光タイプを3種類備えており、撮影シーンに応じて選択できます。 

-配光タイプの比較作例の詳細は、別冊「作例集 (2 〜3ページ)」をご覧<ださい。 




発 

I 中央部重点配光 

と 
撮 
影 


スタンダード配光 


一般的なスピードライト撮影に適し 
た、基本的な配光タイプです。 
デジタルカメラの撮像範囲に合わせ 
て、周辺部の光量落ちび従来よ0か 
な < なっています。 


画面周辺部の光量は落ちますび、同 
じ焦点距離な5中む部ではより 大き 
なガイドナンバーび得5れます。 
ポートレートなど、四隅の光量落ち 
を気にしない撮影に適しています。 



• 周辺部の光量落ちび、スタンダード 
配光よりさ5に少ないタイプです。 

• 集合写真など、画面の周辺部まで明 
るくしたい撮影に適していまず。 



瞧配光タイプの設定-確認を法 


配光タイプは、カスタム設定で設定します。 （ ii ^ C -22) 
-初期設定はスタンダード配光です。 

-設定中の配光タイプはアイコンで確認でをます。 



均質配光 


荒光モ—ドと—— 
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バウンス撮影 


フラッシュへッドの向さを変えて反射光を利用すると、スピードライト光をや 
わ5ばて被写体をソフトに照明することびでをます。バウンスアダプターを装 
着すると、光び広く拡散して、さらにソフトに照明でさます。 

-バウンス撮影の比較作例の詳細は、別冊「作例集 (4 〜9ページ)」をご覧ください。 


r 7ラッシュへツドの設定方法 


フラッシュへッド□ック解除ボタ 
ンを押しなび5、フラッシュへッ 
ドを回転させる 

-上方向90°〜下方向八左ちに180°ずつ 
回転でをます。 

-図に示す数値の角度でクリックストッ 
プします。 

発 
巧 
モ 

I 

と 


因 



D 



•フラッシュへッドを上方向に設定して、 
天井（反射面）にバウンスさせるのび 
最わ簡単な撮影方法です。 

•カメラを縦位置に構えた場合は、フラ 
ッシュへッドを左ちに回転させると、 
同様の効果び得5れます。 

•スピードライト光び直接被写体に当た 
5ないよラにミち意してくださし、。 
•フラッシュヘッドと反射面との距離は、撮影状況にもよりますび、1〜 2 m 前 
後び理想的です。 

-反射面は、白色系で反射率の高いちのを選んでください。反射面に色びあると、 
被写体にその色び影響します。 
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パウンス撮驚の手順 


カメラの液晶表示 



巧ぶ 


〇カメラの露出モード、測光モ 
ードを設定ずる 

.露出モードは" A " (絞り優先オート） 
または" M " (マニュアル）に設定し 
ます。 

•測光モードは"因"マルチパターン 
または"因’中央部重点に設定します。 


[4ITTLIIBLIIFPJ& 

1 

40.6-8.0m 1 

£ ’ム苗 11 

因 

4 


0 

R l ^5 

け 



0 SB -9 OO の発光モードを設定ず 

る 

• i - TTL 調光、絞0連動が部自動調光、 
またはが部自動調光モードに設定し 
ます。 

©カメラの絞り値を設定ずる 

-通常の撮影より2〜3段開放側の絞 
り値に設定し、撮影結果を見て調整 
してください。 

-外部自動調光モード時は、 SB - 弓00に 
をカメラと同じ絞0値を設定してく 
ださい。 


露出モードびマニュアルの場合は、 
シ ヤツ タースピードを設定します。 


〇フラッシュへッドを設定し、 
撮影ずる 


因バウンス撮影時の絞り値の設定方法_ 

•通常の撮影（フラッシュヘッドび正面水平の位置）に比べ、バウンス撮影は 
光量び減かするため、2〜3段開放側（ルさい数値）の絞り値に設定し、撮影 
結果を見て調整してください。 

-フラッシュへッドを正面水平がの位置に設定すると、調光範囲の表示び消 
好します。正面水平位置で調光範囲と絞り値を確認してから、絞0値を設定 
して < ださい。 
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バウンス撮影時、キャッチライト反射板を使ラと、キャッチライト効果によ 
つて人物の目を生を生さと表現でさます。 

キャッチライト効果を得るには、フラッシュへッドは上方90°に向けてください。 


反身が反の設定方法 



ワイドパネルと反射板を一緒 
に引走出し、ワイドパネルだ 
けを押し戻して < ださし、。 
•戻すと走は、再度ワイドパ 
ネルを引を出し、反射板と 
一緒に押し戻してください。 


M ウンス撮影 

因目に光を与えるキャッチライト反射板 


D !| 
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因さ 6 に光をやわ S げるバウンスアダプター_ 

-スピードライトの光びバウンスアダプターの5面を通して広い範囲に拡散され、 
さ5に光をやわ!5げ影を抑えることびでをます。 

-カメラを縦位置に構えた場合でわ、同様の効果び得5れます。 

•フラッシュヘッドは、上方向60°ぐ5いで使巧すると、最も光をやわ日ばる効 
栗び得5れます。 

•バウンスアダプター装着時の照射角は、 FX フオーマットでは 12 mm 、 
Mmm 、17 mm 、 DX フオーマットでは 8 mm 、 1 日 mm 、11 mm に切り換え 
5れます。 

バウンス アダプターの 装着方法 

バウンスアダプターは図のよラに 、 Nikon 
□二 f を上にして取り付けてください。 



巧バウンスアダプター使用時のごま意 

-画面の中/じ、と周辺では、カメラか5被写体までの距離が大をく異なるため、 
を件によっては、画面周辺の被写体が充分に照明されない場合がありまず。 



発光モ—ドと—— 
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下方バウンスによる巧距離撮影 


約 2m よりおい撮影距離の場合は、ワイドパネルを使用するとソフトな雰囲気の 
写真を撮ることびでさます。 

•全長び長いレンズでは、スピードライトの光びレンズの先端部分でさえぎ5 
れる場合びあるので、ご注意ください。 

•近距離撮影時は、スピードライトの配光や使巧するレンズ、焦点距離などに 
よ0、撮影画面の一部び光量不足になるケラレ現象び発生する場含びあるので、 
試し撮りをおすすめします。 

- 5B-900 をカメラに装着して1灯で近距離撮影する場合は、フラッシュヘッド 
を下方向に設定すると、被写体の下側にわスピードライト光を充分に回すこ 
とびでさます。 

-下方向に設定すると、下方バウンスアイコンび表示されます。 



郭 


鼎 。24 mm F 5.6 


下方バウンスアイコン 
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■ワイドパネルの設定 

〇ワイドパネルをゆっくり引き出して発光部側に倒ず 


0キャッチライト反射板を押し戻ず 

•ワイドバネル設定時の照射角は 、 FX フォー マットでは 12 mm 、14 mm 、 
17 mm、DX フォー マットでは 8 mm 、]0 mm 、11 mm に切り換え 5 れます。 
•照射角を手動で設定する場合は、カスタム設定の「ワイドパネル破損時の照 
射角のマニュアル設定」で [ ON ] (マニュアル設定巧能）に設定してください。 
(臨て- 25) 


ワイドパネルを戻す場合は、ワイドパネルを起こして、まっすぐ與まで押し 
込んでください。 



下方バウンスによる巧距離撮影の手順 



発 
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と 
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カメフの液晶表71^ 


_ 

0 

A 

弓 记 S 


ホ ITTUBLI 1 

■^0-6*8-0 m 

を 

0E 1 a 4 B 16 ず 

鼎。 24 mm F 日. 6 ん 

百 

因 

4 


〇カメラの露出モード、測光モ 
-ドを設定ずる 

-露出モードは" A " (絞り優先才ート） 
ま/■こは" M " (マニュアル)に設定します。 
•測光モードは": 3’’ （マルチバターン） 
または"回（中央部重点)に設定します。 

0 SB -900 の発光モードを設定ずる 

包ワイドパネルを設定ずる 

包フラッシュヘッドを下方向に設定 
ずる 

©レディーライト①点灯を確認 
して、撮影ずる r , 31 






























-カメラにスピードライトを取り付けたままでは、被写体び充分に照明されません。 
-図のよラにスピードライトを TTL 調光コード等で接続して、でさるだけカメ 
ラか5離して撮影してください。 

. モニター 発光び行われるとさは、距離情報による調光を行います。レンズ ー 被 
写体間の距離（図 A ) と発光部 一 被写体間の距離（図のは、同じにして<ださい。 



TTL 調光コード SC -2 弓、 SC -28、 SC -17 のいずれかを使用。 

m スピードライトをカメラか6離して使用ずる近距離撮影時の絞り値 
の設定方法 

-次の表と計算式で絞り値を求めます。 

-でさるだけ計算で求めた絞り値よ0わ数値の大をい絞0値を設定ずることを 
おずすめします。 


ISO 感度 

100 

200 

400 

800 

1600 

3200 

6400 

係数 

2 

2.8 

4 

5.6 

8 

11 

16 


絞り値含係数-発光距離 

※発光距離は、スピードライトの発光部か5被写体までの距離です。 
•例えば、 ISO 感度び100、発光距離び 0.5 m の場合は、 

絞り値^ 2-0.5 となり、 

絞0値は含4になります。 

巧広角レンズ使用時のごを意 

-画面の中むと周辺では、カメラか6被写体までの距離が大きく異なるため、 
条件によっては、画面周辺の被写体が充分に照日月されない場合があ0ます。 


下方/《ウンスによる近距離撮該 

因 0.6 m 内の距離で撮影ずる場合 
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I カラーフィルターをほ用した撮影 

SB - 900には、虽光灯用と電球用の色補正カラーフィルターび2種類ずつ付属し 
ています。 

•別売で、カラーフィルターセット SJ -3 を用意しています。（瞻=ド-11) 

-スピードライト光の着色には、別売の4種類の着色用カラーフィルターをご 
使用ください。 

-カラーフィルターによる色補正の比較作例の詳細は、別冊 r 作例集り日ページ)」 
をご覧ください。 


画カラーフイルターの 種類と用逮 


フィルター 

用途 

堂光灯用フィルター ( FL-GK FL - G 2) 

堂光灯の光源による影響を補正 

電球用フィルター ( TN - A 1 、 TN - A 2) 

電球の光源による影響を補正 

着色用カラーフィルター（別売） 

スピードライト光に着色 


各色補正フィルターの2枚は対応する光源び多少異な0、 FL - G 1 は FL - G 2 より 
補正効果び大きく、 TN - A 1 は TN - A 2 より補正効果び大きくなります。撮影結 
果を見て選択してください。 


巧カラーフィルター使用上のご注意 

•カラーフィルターは消耗品でず。外観が著しく劣化したとさは、予備のフ 
ィルターと交換してください。 

-カラーフィルターを装着して連続発光撮影をしないでください。発光部の 
発熱によって、フィルターの変形を早めることがあります。 

-発光時の熱などによってフィルターのが観が変形してち、性能には問題あ 
0ません。 

•カラーフィルターにキズ等があってち、変色していないかぎり、性能には 
問題ありません。 

-カラーフィルターがミちれた場合は、乾いた柔5かい巧などで軽<おさ取っ 
て < ださい。 


究光モ I ドと—機能 
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カラーフイルターを使用した撮影 


カラーフイルターの装着方法 
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〇カラーフィルターを巧り線のと 
ころで、きちんと巧りまげる 
©カラーフィルターを図のように、 
カラーフィルターホルターに 
装着ずる 

•フィルターの識別コード（銀色のマ 
ーク）をホルダーの黒い部分に合わ 
せて < ださい。 

-フィルターの端をホルダーの切0込 
みに差し込み、フィルターの位置合 
わせ巧とホルダーの突起ををわせて 
ください。 

巧 フィルターはホルダーに密着さ 
せる 

フィルターはホルダーに密着させてく 
ださい。フィルターが浮さ上がったり、 
端がめ<れたりしている場合は、装着 
し直して < ださし、。 


©カラーフイルターホルターを、 
フラッシュへッドにかぶせて 
差し&む 

•ホルダーは図のよラに、 NikonDd ' 
を上にして取0付けてください。 
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ISO 200 

B1 

40.6-8.0 m 

巧： 
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フィルター FL - G 1 装着時 


油 TTUBLl 

ISO 200 

40.6-8.0m 

061 S 4 日 IB 

ZMtn 24 mm F 5.6 

% 

1U 己 

因 

4 


警告表示 


〇カラーフィルター表示を確認 
ずる 

-フィルター装着表示とフィルターの 
種類び表示されます。 

-フイルター識別センサーはふさびな 
いで < ださい。 


図の警告表示び出た場合は、フィル 
ターび正常に装着されていません。 
フィルターを装着し直してください。 
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カラーフィルターを使用した撮影 

誦カラーフィルターとカメラのホワイトバランス設定 

■フィルター識別機能を備えたカメラ （D3、D700 など） 

•カメラのホワイトバランスを「オート」または「フラッシュ」に設定し、力 
ラーフィルターを装着すると、カメラび自動的にフィルターを識別し、最適 
なホワイトバランスを設定します。 

■フィルター識別機能を備えていないカメラ （D300、D2 シリーズ、 
D200、F6 など） 

-装着したカラーフィルターに含わせて、カメラのホワイトバランスを設定し 
て < ださい。 

■ カメラ別のホワイトバランスと調光補正値 


\ カメラ 

フイルター 

D 3 *i 

D700 

D2 シリーズ、 

D300 、 D200 、 D100 、 
D80 、 D70 シリーズ、 
D60 、 D40 シリーズ、 
DIX'DIH 

D1 、 D50 

FL-G1 

才ート、フラッシュ 

使巧不可 

使用不可 

FL-G2 

才ート、フラッシュ 

使巧不可 

使用不可 

TN-A1 

才ート、フラッシュ 

電球（微調整+ 3)、 

+ 1.0 EV *2 

使用不可 

TN-A2 

オート、フラッシュ 

晴天（微調整+3)、 

+ 0.3 EV *2 

使用不可 

着色用カラー 
フイルター 

(RED 、 BLUE 、 

YELLOW 、 

AMBER) 

才ート、フラッシュ、 
晴天 

オート、フラッ ソユ、 
晴天 

(AMBER は +0.7 EV *2) 

才ート、フラッシュ、 
晴天 

(AMBER は + a 7 EV づ 


ホ1 D 3 カメラのファームウエアび A : 2.00 、 B : 2.00政降で対応。 
*2 ホワイトバランスおよび調光補正値を設定してください。 

-ホワイトバランスの詳細はカメラの使巧説明書をご覧くださし、。 
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調光補正/露出補正 


調光お正の方法 

スピードライトの発光量だけを意図的に変えて、背景の明るさを変えずにを 
要被写体の明るさのみを変えることを調光捕正と言います。 

-主要被写体を明るくしたい場合は+側に、暗くしたい場合は一側に補正す 
るのび基本です。 

•発光モードび i - TTL 調光、絞り連動外部自動調光、外部自動調光、距離優 
先マニュアル発光モードの場合に補正でをます。 



〇フアンクシヨンボタン1を押し 
て、調光補正値表示を反転さ 
せる 

0セレクターダイヤルで調光補 
正値を設定ずる 

•+3.0〜一 3.0 の範囲で、1/3段ステ 
ツプで設定でをます。 

©[ OK ] ボタンを押ず 
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巧調光補正を解除ずるには 

•調光補正値を" 0" に設定してください。 

•電源を OFF にしても、調光補正は解除されません。 


因調光補正機能を備えたフラッシュ内蔵一眼レフカメラについて 

-調光補正機能を備えたフラッシュ内蔵一眼レフカメラは、カメラ側でわ発光 
量を補正でさます。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

-スピードライトとカメラの両方で補正した場合は、両方の捕正量を加算して 
発光しまず。 

-ただし、スピードライトの表示パネルにはスピードライトで設定した補正値 
のみび表示されます 

D -37 




















調光補正/露出補正 
誦露出補正の方法 

露出補正とは、適正震出値を意図的に変えることで、画像全体を明るくした0 
暗くしたりすることを言います。撮影画面内に極端に反射率び高いをのや低い 
をのびある場を、あるいは意図的に露出をコント□ールしたい場合に巧います。 

-主要被写体に巧して背景び明る<反射率び高い場合は+側に、背景び暗<て 
反射率び低い場合は 一 側に補正す るの び基本です。 

■ i - TTL 調光、絞り連動が部自動調光、距離優先 マニュアル 発光 モー 
ドの場合 

•麗出補正は、カメラ側の操作で行いまず。詳細はカメラの使用説明書をご賣 
<ださい。 

■外部自動調光、マニュアル発光モードの場合 

•夕 i 部自動調光モード時は、力ラ側とスピードライトに同じ絞0値を設定し 
ないと適正露出び得5れません。従って、カメラ側またはスピードライトの 
どち5か一方の絞り値を変えることで、簡単に露出補正びでをます。 

-マニュアル発光モード時は、ガイドナンバーと撮影距離か5適正な絞り値を 
求め （ ii ^ D -22)、 その値を参考にカメラ側の絞りを意図的に変えて露出補正 
します。 

-主要被写体を明るくしたい場合はカメラまたはレンズで開放側（ルさい数値) 
の絞り値に、暗くしたい場合は最小絞0側（大をい数値）の絞0値に設定し 
て < ださし、。 
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ワイヤレス増な撮影 


SB - 900では、「アドバンスト」とに U -4 タイプ」の2つのワイヤレス増口撮影 
びでをます。 

-初期設定はアドバンストワイヤレスライティング撮影に設定されています。 
一般的な増阿撮影にはアドバンストワイヤレスライティング撮影をおすすめ 
しまず。 

- SU -4 タイプのワイヤレス増灯撮影の設定は、カスタム設定で行います。 
(陪て- 22) 


ドバンストワイヤレスライティング撮該 


• CLS 対応のカメラとスピードライトの組み合わせでのみ巧能です。 
- i - TTL 調光モードで撮影でさます。 

• U モート（補助灯）を3つのグループに分けて発光制御でさます。 


SU-4 タイプのワイヤレス増口撮彰 


•マスター（主口)、リモート（補助口）のレ U —ズにタイムラグび生じない究 
ので、特に動さの速い被写体の増灯撮影に適していまず。 笔 

• 使用できるカメラに制限はありません。 I 

•ワイヤレス機能を持つスピードライトは、マスター、 U モートのどち5に [ 

わ使えまず。 撮 

• TTL 調光モードび可能なスピードライトは、マスターとして使えまず。また 、I 
スレーブフラッシュコント□ーラー SU -4 (別売）を使用ずることで IJ モー能 
卜として使えます。 

-カメラの内蔵フラッシュはマスターとして使えます。 


因マスター（まな）とリモート（補助な） 

本書では、力六ラに装着したスピードライト、力六ラの内蔵フラッシュ、ある 
いは TTL 調光コードを使用してカメラに最初に接続されているスピードライトり 
台のみ）をマスター(主灯）と呼び、それ U (外のスピードライトを U モート（補 
助'な）と呼びます。 
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ワイヤレス増な撮影 


巧ワイヤレス増な撮影時のご注意 

•誤発光防止のため、カメラへの装着時や接続時は、ずべてのスピードライ 
卜とカメラの電源を OFF にしてください。 

-マスターのテスト 発光はでさません。 

-スピードライトが被写体を照！5す明るさは、スピードライトと被写体の距 
離の2乗に反比例しまず。同じ GN のスピードライト A 、 B の被写体か5の 
距離が A 二 Im、B = 2 m のとを、 A 、 B の照明バランスは4 :1となりまず。 
-使用するカメラやスピードライトの使用説明書を併せてご覧ください。 


■ リモートに P いてのご注意 

リモートについては、次の点にご注意ください。 

巧リモートの設定についてのごま意 

-電源スタンバイ機能のあるスピードライトをリモートに使用する場合は、 
必ずスタンバイ機能を解除ずるか、スタンバイ状態になるまでの時間を巧 
分に長く設定してください。 

• SB -900、 SB -800、 SB -600、 SB -80 DX はワイヤレスリモートに設定ずると 
スタンバイ機能が解除されまず。電池の消耗に注意してください。 

- SB -50 DX はワイヤレスリモートに設定されるとスタンバイ状態になるまで 
の時間が自動的に1時間に設定されまず。 

-リモートの照射角は、狙いがはずれても被写体に光が巧分に当たるよラに、 
撮影画角より広めに設定しまず。特に、被写体に近い場合は、より広くず 
る必要があります。 

巧リモートの配置についてのごま意 

-リモートは、マスターの光がワイヤレスリモートセンサー窓に入る位置（通 
常はカメラより被写体に近い位置)に置さまず。特に、手持ちで撮影ずる場合、 
マスターの光が確実にワイヤレスリモートセンサー窓に入るよラに、 U モ 
ートはカメラより前に配置してください。 

-マスターとリモートの間に障害物があると、正常な交信ができません。 
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-リモートの直接光または強い反射光が、カメラの撮影レンズ （ i - TTL 調光モ 
ード撮影時）やマスターの外部自動調光用受光窓（絞り連動外部自動調光/ 
外部自動調光モード撮影時）に入5ないよラにしてくださし、光が入ると、 
適正露出が得5れません。 

•同時に使用でさるリモートの台数に制限はありません。しかし、撮影環境 
によっては他のスピードライトの発光の影響を受けることがあるため、3台 
程度が実用的でず。アドバンストワイヤレスライティング撮影の場合は、1 
グループ最大3台程度を目まにしてください。 

-リモートの設置には、付属のスピードライトスタンド AS -21 をご使用ください。 

-配置が終わった！5、必ずリモートのテスト発光をしてください。 


■ リモートを安定させるスピードライトスタンド 

付属のスピードライトスタンド AS -21 を使巧すると、 U モートを安定して設置 
でをまず。 
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•スピードライトを取り付け、取りがしする場合は、アクセヴ U —シューと同 
様に行って < ださし、。 

• SB -15、 SB -27 には使用でをません。 
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ワイヤレス増な撮影 

■ ワイヤレス増灯撮臀 f のが況確認について _ 

ワイヤレス増灯撮影時、撮影前後の SB - 900の状況は、レディーライトとモニター 
音で確認することびでさます。 

- U モートの状況を音で知るには、カスタム設定でサウンドモニター ON に設定 
します （ b ^ C -24)。 初期設定は、モニター音び鳴る設定です。 

- U モートのレディーライトは消費電力節減のため、カスタム設定で消好させ 
ることびでさます。初期設定は、後側のレディーライトび点丹、前側のレデ 
ィーライト （ U モート時）び点滅する設定です。（腐^ C -24) 

レデイーライトとモニター音による状況確認 


マスター 

リモート 

状態 

レディーライト 

レディーライト 

サウンドモニター 

点灯 

後側び点灯、 

前側（1」モー 
卜時）び点滅 

ピ ー (1 回） 

充電完了 

点灯または消 
丹（非点滅） 

後側び点灯、 

前側（1」モー 
卜時）び点滅 
または消灯 

ピッピッ 
(2 回） 

正常発光 

点滅 

(約 3 秒間） 

速い点滅 
(約 3 砂間） 

ピ_ピ_ピ_ 

(約 3 秒間） 

マスター、 U モート共にフル発光して、 
適正露出び得られていません。レンズ 
の絞りを開放（絞り値のルさいち）側 
にセットして、撮影し直してください。 

点灯または消 
灯 C 非点滅） 

速い点滅 
〔約 3 秒間） 

ピ_ピ_ピ_ 

(約 3 秒間） 
(リモートのグ 
ループによって 
音程が異なる） 

IJ モートび正常に信号を受信でさませ 
んでした。スピードライト自身の反射光 
や、他のリモートの光び強く入ってマス 
ターの発光停止を検出でさなかった可 
能性びあります。 U モー h の位置を変 
えて、撮影し直してください。 

通常動作 

通萬動作 

ピ □! □□ン 、ピ □ 
□ □ン （高温検 
出時)、ピ □□□ 
ン (発光時） 

連続発光などによって過熱のおそれび 
あります。 

発光部を自然冷却してください。 

消灯 

消打 

ピ□ン、 

ピ □! □□ン 

過熱のおそれがあるため、すべての操 
作びでをません。発光部を自然;令却し 
て < ださい。 
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IJ モート 
( B グループ) 



• リモートのグループは最大 3 つ （ A 、 B 、 C ) 設定できます。 

• リモートの]グループは1台または複数のスピードライトで設定で走ます。 

• マスター と3つの U モー トグループ、合計4つのグループごとに発光 モード、 
調光補正値などを制御でさます。 

• マスターと U モートの交信には、4つのチャンネルか51つを選んで使巧します。 
• 複数の人びアドバンストワイヤレスライティング撮影を行っているときは、 
誤発光を防止するため、他の人とは異なるチャンネルに設定して<ださい。 


I アドバンストワイヤレスライティング撮影について 

CLS 対応のカメラとスピードライトの組み合わせでは、リモート（補助灯）を 
最大3つのグループに設定し、 マスター （主灯）および U モートの各グループ 
ごとに異なる発光制御び巧能なワイヤレス増丹撮影びでをます。この撮影をア 
ドバンストワイヤレスライティング撮影と言います。 

- U ピーティング発光撮影をする場合は、カスタム設定で設定しまず。 （ d ^ C -22) 
•アドバンストワイヤレスライティング撮影の比較作例の詳細は、別冊 r 作例集 （16 
〜19ページ)」をご覧ください。 

瞧アドバンストワイヤレスライティングの仕組み 


発光モ—ドと—機能 
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アドバンストワイヤレスライテイング撮影にごいて 
誦アドバンストワイヤレスライティング撮影時の配置図 

アドバンストワイヤレスライティング撮影時のカメラおよび7スターと U モートは、 
図の範囲内に配置してください。 



-リモートのセンサー窓をマスター側に向けて設置してください。 

•マスターとリモートの距離は、マスターの対向正面で約 10 m まで、両ヴイド 
で約 7 m までび目安です。ただし、周囲の照明環境により、この距離は多少 
変化します。 

-同じグループのリモートは、必ず一力所にまとめて配置してくださし、。 
•「リモートについてのごま意」をご覧ください。（腐* D -40) 
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アドバンストワイヤレスライティングの設定方法 

アドバンストワイヤレスライティングへの切り換えは、ワイヤレス設定スイ 
ツチで行います。 

-ワイヤレス設定スイッチは中央のボタンを押しなびら回してください。 


マスターへの設定 



-ワイヤレス設定スイッチの指標 
を MASTER にをわせます。 


リモート への 設定 



-ワイヤレス設定スイッチの指標 
を REMOTE に合わせます。 
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初期設定では絞り連動が部自動調光になりまず。カスタム設定で外部自動調光 
に設定時は、が部自動調光にな0まず。絞0連動外部自動調光設定時でちレン 
ズ情報（焦点距離、絞り値）び得5れないとさは、自動的にが部自動調光にな 
りまず。 

複数の人びアドバンストワイヤレスライティング撮影している現場では、誤発 
光を防止するため、他の人とは異なるチヤンネルに設定してください。 


アドバンストワイヤレスライテイング撮影にごいて 

アドバンストワイヤレスライティング撮影でのマスターとリモートの設定項目 


設定項目 

設定スピード 
ライト 

補足 

発光モード 

マスター 

-次の5タイプび設定でさます。 

- i - TTL 調光モード 
-絞り連動が部自動調光モード# 1 
•が部自動調光モード#1 
-マニュアル発光モード 
-発光なし 

- U モートの発光モードもマスターで設定します。 
•マスター、 U モートの各グループに異なるモードを 
設定でをます。 

調光補正値 

マスター 

- U モートの調光補正値もマスターで設定します。 
•マスター、 U モートの各グループに異なる補正値を 
設定でさます。 

チヤンネル'*^ 

マスター、 

1」モート 

-1〜4か b 1つを設定しまず。 

•マスターとリモートは、必ず同じチヤンネルに設定 
します。 

リモートの 
グルー プ 

1」モート 

•最大3グループ （ A 、 B 、 〇を設定でさまず。 
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アドパンストワイヤレスライテインク撮驚の手順 
1. マスターで発がモード、調が補正帽、チヤンネルを設定する 



〇マスターのフアンクシヨンボ 
タン1を押して回を反転表示 
させる 

©[ MODE ] ボタンを押してか 
5、セレクターダイヤルを回 
して発光モードを選択し、 [0 K ] 
ボタンを押ず 

©フアンクシヨンボタン2を押し 
てか5、セレクターダイヤル 
を回して調光補正値を設定し、 
[0 K ] ボタンを押す 

〇フアンクシヨンボタン1を押し 
て回を反お表示させる 

•他のグループを設定する場合は、セ 
レクターダイヤルで選おして < ださ 
い。 

©手順包、©に準じて、リモー 
トグループ A ①発光モード、 
調光補正値を設定ずる 

〇グループ A と同様に、リ モー 
トグループ B 、 C を設定ずる 

©フアンクシヨンボタン2を押し 
てか5、セレクターダイヤ J レ 
を回してチャンネルを選択し、 
[0 K ] ボタンを押す 



SPEEDLIQHT&BidQO 
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アドバンストワイヤレスライテイング撮影にごいて 


2,リモートのグループ、チヤンネルを設定ずる 

〇リモートのフアンクシヨンボ 
タン1を押してか5、セレクタ 
ーダイヤルを回してグループ 
を選択し、[〇のボタンを押ず 

•設定中のグループ、チヤンネルび大 
さく表示されます。 

•同じ発光モード、調光補正値で使用 
するリモートは、同じグループに設 
定してくださし、。 

0フアンクシヨンボタン2を押し 
てか5、セレクターダイヤ J レ 
を回してチヤンネルを選択し、 
[ OK ] ボタンを巧ず 

•必ず、 マスターと 同じ チヤン ネルに 
設定してください。 

M コマンダー撮影について 

•マスターの発光モードを「発光なし」に設定して、ライティングをリモート 
のみで行ラ撮影をコマンダー撮影といいまず。 

-通常はコマンダー発光の被写体への影響はほとんどありませんび、 ISO 感度を 
高感度にして近距離撮影ずると被写体に影響を与える場合びあります。この 
場含は、マスターの影響びなくなるまでマスターの フラッシュへッ ドを上方 
または左ち方向にノ（ウンスさせて調節してください。 

. カメラの内蔵フラッシュをマスターにしてコマンダーモードで U モート （ SB - 90 0) 
を発光させる場合は、カメラの使用説明書の「コマンダーモード」をご覧< 
ださい。 
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■ u ピーティング巧化撮影について 

アドバンストワイヤレスライティング撮影では、リピーティング発光撮影びで 
をます。 

- U ピーティング発光モードへの切り換えは、カスタム設定で行います。（腹て- 22) 

リピーティング発光時の表示例 

U ピーテイング発光モード 




マスター、 A 、 B 、 〔グループの 
発光 （ ON ) /非発光 ( OFF ) 


とド 


リピーティング発光の場合は、発光モードは「発光あ0」または「発光なし 」§ 
しか設定でさません。 ^ 

リピーティング発光の場合は、発光量、発光間隔、発光回数はすべてのマスター、能 
I 」モートに共通となります。 

「リピーティング発光モード」を参照して発光量、発光間隔、発光回数を設定 
してください。（隐 = D -17) 
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SU -4 タイプのワイヤレス増打撮影について 


SU -4 タイプのワイヤレス増口撮影は、マスター、リモートのレリーズにタイム 
ラグび生じないので、特に動さの速い被写体の増丹撮影に適しています。 

-リモートび、マスターの発光開始と発光停止に連動する AUTO (才ート）モードと、 
発光開始にのみ連動する M (マニュアル）モードびあります。 


使用できるカメラ、スピードライト 


使用できる 
カメラ 

マスターに使用でをる 
スピードライト 

リモートに使用でをる 
スピードライト 

制限は 

ありません 

. モニター発光しない外部自動調 
光モード、距離優先マニュアル 
発光モード、7ニュアル発光 
モードびでさるスピードライト 
. モニター発光を解除でさるカメ 
ラの内蔵フラッシュ 

- SU -4 タイプのワイヤレス機能 
内蔵のスピードライト 
• スレーブフラッシュコント □— 
ラー SU -4 (別売）を装着でき 
るスピードライト 



発 

光 

モ 

I 

と 

撮 

影 


が 


勺 U -4 タイプのワイヤレス増灯の設定方法 

SU -4 タイプのワイヤレス増口の設定は、カスタム設定で行います。 （ i ^ C -22) 
-マスターとリモートは、ワイヤレス設定スイッチで切0換えます。 

-ワイヤレス設定スイッチは中央のボタンを押しなび5回してください。 


7スターへの 設定 



-ワイヤレス設定スイッチの指標 
を MASTER に合わせます。 
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リ モー トへの 設定 



-ワイヤレス設定スイッチの指標 
を REMOTE に合わせまず。 




































瞧 SU -4 タイプのワイヤレス増巧撮驚でのマスターとリモ 
-卜の発光モード 


マスター 


•発光モードは外部自動調光、距離優先マニュアル発光、マニュアル発光モー 
ドび設定でさます。 

•発光モードは、 [ MOD 曰ボタンを押してか5セレクターダイヤルを回して選 
おします。 

- SB - 900は マスターに 設定されると、 モニター 発光しません。 


モート 


-リモートの発光モードは、 AUTO (才ート）と M (マニュアル)の2つびあります。 
•AUTO (才ート）と M (マニュアル）は、 [ MODE ] ボタンを押してからセレ 
クターダイヤルを回して選択します。 

Auto (才ートモード）： 

-マスターの発光開始と発光停止に連動して、 I 」モートわ発光開始と発光 
停止を行います。 

-マスターの発光開始と発光停止を感知でをる距離は、マスターの対向正 
面で約 7 m 内です。 



発 

光 

モ 


と 

撮 

影 


M (マニュアルモード）： 


• マスターの発光開始にのみ連動して、 U モートび発光を開始します。 

• マスターの発光開始を感知できる距離は、マスターの对向正面で約 40 m 
し:(内です。 

• 発光量は M 1/1〜 M 1/128に設定できます。 
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SU-4 タイプのワイヤレス増な撮影について 


巧モニター発光の解除 

SU -4 タイプのワイヤレス増な撮影時は、マスターがモニター発光すると適正 
な露出が得5れません。 

- SB - 900 はマスターに 設定され ると、モニター 発光し ません。 

- SB -900 政外のスピードライトをマスターとして使用時は、モニター発光を 
解除してください。解除の方法は、それぞれのスピードライトの使用説明 
書をご覧 < ださし、。 
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SU -4 タイプのワイヤレス増巧撮驚の手順 


カメフの液晶表71^ 


f\ の巧ぶ 


リ モー ト画面 


〇カメラの露出モードを" A " (絞り 
優巧才ート）または" M " (マニュ 
アル）に設定ずる 

©ずべてのスピードライト（マスター、 
リモート）を SU -4 タイプに設定して 
か5、配置する 


4 Auto 1 

rE JS 

i 

r* 

REM 01 

患 W 50 m 


^OFF 

* 


マスター 画面 


た 回 1 

I 如 20 白 

8.0 m 

□ 6 1 S d 白 1B -? 4^ 

器。 24 mm f 5.6 自 yn 

因 

4 


0リモートの発光モードを設定ずる 

- AUTO (オート）または M (マニュアル) 
に設定します。 

〇マスターの発光 モー ドを設定ずる 



- U モートを AUTO (オート）に設定した場 発 
合は、外部自動調光、距離優先マニュアル^ 
発光、マニュアル発光モードに設定します 。I 
-1」モートを M (マニュアル）に設定した占 
場合は、マニュアル発光モードに設定しま撮 
す 影 

©絞り値、発光量、撮穀距離などを確能 
詔して、撮霞ずる 


巧リモートの誤発光を防止するには 

SU -4 タイプのワイヤレス増口撮影時、リモートの誤発光を防止するため、次 
の点に注意してください。 

-リモー ト は、静電気や周囲の電磁波ノイズによって発光する場合があるので、 
使用しないとをは、必ず電源スイッチで電源を OFF にしてください。 
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SU -4 タイプのワイヤレス増な撮影について 

因 M (マニュアル）モード時のリモート発光量の設定方法 


■マニュアルで決定ずる場合 


•1；(下の式で露光量を決定し、ライティングの意図に合わせて U モートの発光 
量を設定（光量分割）します。 

ガイドナンバー (m) =レンズの絞り値 X リモートと被写体の距離 (m) 



発 

巧 

モ 


と 

撮 

影 


[例] SB -900 を U モートに使巧して、 FX フオーマット、スタンダード配光時に照 
射角 18 mm 、 ISO 感度100、レンズの絞り F 5.6 で 2 m の距離にある被写体 
を撮影する場合、ガイドナンバーは 11.2 = 5.6 X 2 となり、ガイドナン 
パ‘一表 （ i ^ F -19) か5、適正露出にずるには SB - 900を V 4 に設定します。 
-「距離優先マニュアル発光モード/マニュアル発光モード / U ピーティング発 
光モード時の絞り値、発光量、撮影距離のホめ方」を参照してください。（陪^ D -22) 

■外部自動調光が使用できるスピードライトを SU -4 (別売）に装着し 
てリモートに設定し、その発光量を外部自動調光モードでミ夫定ずる 
場合 

- U モートの発光モードを外部自動調光に設定することわでさます。この場含、 
リモートはリモートに設定した ISO 感度や絞り値に応じて外部自動調光を行い、 
自動的に発光を停止します。（腹で- 8) 

OU モートにカメラの ISO 感度を設定します。 

©レンズの絞り値と同じ値を1」モートの絞り値に設定すると、 U モートによつ 


て照明される被写体は適正露出となります。 


ライティングの意図によっては、絞0値を変えてオーバー/アンダーと変化さ 
せることびでをます。 


•この例は、マスターとリモートの照射方向びほぼ一致している場合です。照 
射方向び異なる場合は当てはまりません。 


•「調光距離範囲」をご覧ください。（陪 ' F - IS ) 
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次の撮影機能は、それぞれの機能を備えたカメラとの組み合わせででさる撮影で、 
カメラ側で設定します。スピードライトでは設定でさません。 

-力方ラ側の機能や設定の詳細は、カメラの使用説明書をご覧<ださい。 

■ オート FP 八イスピードシンク□撮影 

対応カメラの最高速度までの高速シャッタースピードび使える機能です。 

. シャッタースピードびシンク□スピードよりも高速側になった場合、自動的 
に FP 発光に切り誓わります。 

•曰中の撮影でち、同調シャッタースピードを気にすることなく、レンズの絞 
りを開いて背景をぼかした撮影びお楽しみいただけます。 

•アドバンストワイヤレスライティングによる増好撮影時でも機能します。 

-使用できる発光モードは、 i - TTL 調光、モニター発光あり絞り連動外部自動調光、 
モニター発光あり外部自動調光、距離優先マニュアル発光、マニュアル発光です。 
- FP 発光時の TTL 調光範囲、ガイドナンバーについては「仕様」をご覧<ださし、。 

■ FV □ック撮影 

FV □ックするとフラッシュ露光量び□ックされるため、構図を変えても被写体 
の明るさを一定に保ったまま撮影でさます。 

-□ック中にズー S ングや絞り値の変更をしてを、発光量は自動追随するので 
フラッシュ露光量（明るさ）は変わりません。 

-□ック中はフラッシュ露光量を一定にしたまま複数のコマを撮影でをます。 

-使用できる発光モードは、 i - TTL 調光、モニター発光あり絞り連動外部自動調光、 
モニター発光あり外部自動調光です。 

- FV とは Flash Value の略で、フラッシュによる被写体の麗光量を意味します。 

■ス□ーシンク□撮影 

背景の露出を考慮して、低速シャッタースピードに制御されるので、夕景や夜 
景の雰囲気を生かした撮影びでをます。 

. シャッタースピードび遅<なるので、兰脚のご使用をおすすめします。 

•ス□ーシンク□撮影の比較作例の詳細は、別冊「作例集 （12 〜15ページ)」 
をご賣ください。 


カメラ側の設定による撮該機能 


荒光モ—ドと—— 
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カメラ側の設定による撮影機能 

■ 赤目軽減発光撮影/ホ目軽減ス□ーシンク□撮影 

発光直前にか光量で3回のモニター発光を行い、暗いところで人物の瞳び赤く 
写る r 赤目現象」を軽減して撮影でさます。 

-赤目軽減ス □- シンク□撮影は、赤目軽減発光とス□ーシンク□撮影び同時 
に設定されます。 

•赤目軽減ス□ーシンク□撮影ではシャッタースピードび遅くなるので、兰脚 
のご使用をおすずめします。 

■を幕シンク□撮影 

通常の先幕シンク□で低速シャッタースピードで撮影すると、下のよラな写真 
では光の軌跡び被写体の前方に流れ、不自然な写真になってしまいます。後幕 
シンク□では、光の軌跡を自然にと5えて撮影でをます。 

-先幕シンク□時は先幕走行終了直後に発光しますび、後幕シンク□時は後幕 
走行開始直前に発光します。 

•通常、シャッタースピードを低速にして撮影するので、兰脚のご使用をおす 
すめします。 

• U ピーティング発光時は、使用でさません。 

•増灯撮影の場合、マスター側は後幕シンク□撮影でさますび、 U モート側は 
でさません。（:隐 = D -39) 



先幕シンク□撮影 後幕シンク□撮影 
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撮該をサポートする機能 

瞧才ートパワーズーム機能 


オートパワーズーム機能により、レンズの焦点距離に合わせて照射角び自動的 
に設定されます。 

•自動設定でをる照射角は配光タイプによって異なります。詳細は「仕様」を 
ご覧ください（隐^-17)。 


ノーマル配光時に自動設定できる照射角は、 FX フオー マツ ト時 17 mm 〜 
200 mm、DX フオー マット時 12 mm 〜 200 mm の間で、ほぼ無段階です。 



▲オートパワーズーム 状態 


■ マニュアルによる照が角の設定 

レンズの焦点距離と異なる照射角に設定する場合は、マニュアルで設定します。 

-マニュアル設定時は照射角表示に M び表示されます。 

M 

zuum 

-区001 VI ]ボタンを押してからセレクターダイヤルを回して、照射角を設定します。 
-セレクターダイヤルを時計回0に回すと数値び増え、反時計回りに回すと数 
値び減ります。 

•に OOM ] ボタンを巧して照射角を設定することもできます。この場合は、 
[ ZOOM ] ボタンを巧すごとに数値び増え、最望遠の次は最広角になります。 

■才ートパワーズームの禁止 

オートパワーズーム機能はカスタム設定で動作を禁止でをます。（瞻 ^ C -23) 

オートパワーズームを禁止すると 

-照射角をマニュアルで設定でを、ズー S ングやレンズ交換または電源 ON / 
OFF を行っても照射角び変わりません。 

-照射角表示に因び表示されます。 

zuum 

•設定方法は「マニュアルによる照射角の設定」と同じです。 
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撮影をヴポートする機能 

■ AF 補 巧 光機能 

被写体び暗く、オートフォーカスでのピント合わせび難しい場をでわ、 AF 補助 

光により、オートフォーカスでピントを合わせることびでさます。 

- 5B- 900 の AF 補助光はマルチエリア AF に対応しています。 

- AF 補助光は、カスタム設定で照射/禁止を設定でをます。 （ d ^ C -23) 

- AF 補助光機能は CLS に対応していないカメラおよびニコンクールピクスでは 
使用でをません。 

■ AF 補助光の使用条件 

• AF 補助光は、オートフォーカスびでさるレンズを使い、フォーカスモードび 
シングル AF サーボ " S " (フォーカス優先モード)、 " AF - A " または " AF " に 
設定されている場合に使えまず。 

- AF 補助光の有効撮影距離は画面中央部分で約 Im 〜 lOm ( SOmrm 171.8レン 
ズ使用時）です。使用レンズによっては、有効撮影距離び短<なる場含びあ 
0ます。 

-使用できるレンズ焦点距離は1 7 mm 〜 1 35 mm です。各焦点距離でオートフ 
オーカス可能なフォーカスポイントは、次の図の通りです。 （ D 3 力;ラの場合） 


17〜 19 mm の場合 

20〜 105 mm の場含 

106〜 135 mm の場合 

ロロロ ULJU ロロ Q 
〇〇〇〇〇〇〇曰〇 
〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 
〇〇〇 〇□曰 OQO 
OOOqDqOOO 

〇〇〇 uDO QQO 

0000 000 0000 
〇〇ロロ 〇〇〇 aaao 

OQOO 〇〇〇 0000 

QQQqOiq 口□口 

□ 

〇 

0000 〇〇〇 0000 
〇 
a 


-フオーカス□ックしている場合や、レディーライトび点灯していない場合は、 
AF 補助光び照射されません。 

• 詳細はカメラの使巧説明書をご覧 < ださし、。 
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m SB -900 をカメラか S 離して使用ずる際には 

AF 補助光機能を備えた TTL 調光コード SC -29 を使用すると、 SB - 900をカメラか 
ら離して使用する隙にち、 AF 補助光を使用したオートフォーカスでのピント合 
わせびでをます。（瞻 ^-11) 

因フラッシュ巧蔵カメラの AF 補助光機能との関係 

-カメラ側に AF 捕助光機能びある場合でを、 SB - 900の AF 補助光び優先され、 
自動的に AF 補助光び照射されます。カメラの AF 捕助光は照射されません。 

- SB -900 で AF 補助光の照射を禁止している場合は、力ラの AF 補助光び照射 
されます。 


射します。 



■ AF 補助光/本発光禁止の設定 

カスタム設定によ0、 AF 補助光の照射/禁止、スピードライトの発光禁止を設 
定でさます。（腹て- 23) 

: AF 補助光を照射します。（初期設定） 

* : AF 補助光の照射を禁止します。 AF び表示されません。 

:スピードライトの発光を禁止し、 AF 補助光だけを照 



巧 AF 補助光を使用してもピントび合わない場合は 

AF 補助光が照射されても、ファインダー内のピント表示が点口しないときは、 
マニュアルフオーカスでピントを合わせてください。 


発光モ—ドと撮影機能 
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撮影をヴポートする機能 
■ ISO 感度設定機能 

カメラか5の情報に基づいて、じ〇感度び自動的に設定されます。 

■ マニュアルによる ISO 感度の設定 

じ〇感度はカスタム設定でマニュアル設定に変更でさます。 （ b ^ C -24) 

•設定でをる ISO 感度は IS 03 〜8000の間で選択でさます。ただし、カメラか 
5の ISO 感度情報びある場合は、そちらび優先されます。 

誦テストな化機能 

D テスト発光ボタンを押ずと発光して、 SB - 900び正常に発光するかどラかを確認 
でさます。 

- i - TTL 調光モード時は M V 128 で発光します。発光量はカスタム設定で変更で 
きます。（应=023) 

I -絞0連動外部自動調光モード/外部自動調光モード時は設定した絞り値で調光 
笔 した光量で発光します。 

Jl •マニュアルモード時は、設定した光量で発光しまず。 

と -ワイヤレス増巧でマスターに設定時はテスト発光でさません。 

I ■テスト発光の設定 

I テスト発光は、カスタム設定で設定します。（が C -22) 

-テスト発光に設定すると、テスト発光アイコンび表示されます。 

两 
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瞧モデリング発光機能 

テスト発光ボタンを押すと一定の微小光量で連続発光して、てかりや影など、 
ライティング状態をチェックすることびできます。 

•発光時間は、最長約 1.5 秒間です （1 灯時)。 

-レディーライト点阿後に発光でをます。 


■ テスト発光ボタンによるモデリング発光の設定 

モデ U ング発光は、カスタム設定で設定でをます。 （ c ^ C -22) 

-モデ U ング発光に設定ずると、モデ U ング発光アイコンび表示されます。 

固 

■ カメラのプレビューボタンによるモデリング発光 

モデリング発光機能を持つカメラのプレビューボタンを押すと、モデ U ング発 
光します。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

- SB - 900のカスタム設定は不要です。 

■アドバンストワイヤレスライティング撮影時のモデリング発光 （ B ^ D -43) 
マスターのテスト発光ボタンを押すと、反転表示されたマスターまたは U モー 
トグループのみび一定の光量でモデ U ング発光します。 

-マスターおよび U モートグループびすべて反転表示されていない場合は、マ 
スターのみびモデ U ング発光します（マスターび発光なしに設定された場合 
を除<)。 



発 

光 

モ 


と 

撮 

影 


カメラのプレビューボタンを巧すと、マスターおよびすベてのリモートび設 
定されたモードと光量でモデ U ング発光します。 


■ SU -4 方式のワイヤレス増な撮影時のモデリング発光 ( B ^ D -50) 

マスターのみびモデリング発光します。 

-マスターのモデ U ング発光によって SU -4 I 」 モートび連続的に発光しますび、 
これはモデ U ング発光ではありません。 


巧モデリング発光中はシャツターをき6ないこと 

モデリング発光中にカメラのシャッターをきると、正常な調光が行われませ 
んのでご注意ください。 
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撮影をヴポートする機能 
■ FX / DX 切り換ぇ機能 

「 DX 自動切り換え」機能を備えたカメラとの組み合わせ時は、カメラの撮像範 
囲に連動して、 SB - 900の配光画角び自動的に切り替わり表示されます。撮像範 
囲の詳細は、カメラの使用説明書をご覧ください。 


■ フオーマットの自動切り換え 

カメラ占、6の情報に基づいて、配光画角を FX フオーマット (36 X 24) と DX フ 
オーマット （24 X 16) で自動的に切り換えます。 

-設定中のフォーマツトはアイコンで確認でさます。 


D ifom : DX フォ-マット 
證 m : FX フォ-マット 

因才ートパワーズーム時の [ H 、 表示について 

i 使用するカメラによって表示び異な D ます。 

^ * IWT lOM を表 7 K する: D 3、 D 700 

ド • EH を表示する： D 300、 D 60、 D 40 シ U - ズ 
)1 -どちらち表示しない： DX 自動切0換え機能を備えていないカメラ 

I ■フォーマットのマニュアル切り換え 

能 照射角のマニュアル設定時は、カスタム設定でフォーマットを切り換えること 
びでさます。（陪 " C -23) 

-設定中のフォーマットはアイコンで確認でさます。 


BSm 

ZDQm 

阻の 
こ日 am 

旧 M 

zoom 

のの 

zunm 


DX フォーマット 

カスタム設定で「才ートパヮーズーム禁止」に設定時 
FX フォーマット 

カスタム設定で「オートパワーズーム禁止」に設定時 
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E CLS 巧応一眼レフ lU かの 
カメラとの組み合わせ 

CLS 巧麻一眼レフ政がのカメラと組み合わせるときは、 

こち6をご覧ください。 


- CLS に対応していない一眼レフカメラとの組み含わせ••… E -2 
- i - TTL 対応ニコンクールピクスとの組み合わせ . E -3 



一対応-眼レフ W 外のカメラとの組み合わせ 






CLS に対応していない一旧レフカメラとの組み合わは 

SB - 弓00は、 CLS に対応していない一眼レフカ;ラとの組み合わせでち使えますび、 
いくつかの機能は制限されます。 

-制限される機能は、使用するカメラによって異なります。 

•使用するカメラの使用説明書わあわせてご覧ください。 

瞧 CLS 巧応カメラと巧応していないカメラの違い 



CLS 対応カメラ 

CLS に対応していないカメラ 

カメラ通 f 言^ 

ァィコン 

表示される 

表おされない 

使用でさる 
発光モード 

- i-TTL 調光モード 
-絞り連動が部自動調光モード 
-列■部自動調光モード 
-距離優先マニュアル発光モード 
-マニュアル発光モード 
- U ピーティング発光モード 

-外部自動調光モード 
-距離優先マニュアル発光 
モード 

-マニュアル発光モード 
- U ピーティング発光モード 

ISO 感度設定 

自動設定 

カスタム設定 

使用でをる 
ワイヤレス増丹撮影 

-アドバンストワイヤレスライ 
ティング 
- SU -4 タイプ 

- 5 U -4 タイプ 

カラーフイルターを 
使用した撮影 

使用可能 

使用可能 

(ただし、フィルター情報は 
伝達しません） 

FV □ック撮影 

使用可能 

使用不可 

才ート FP 八イス 
ピードシンク□撮影 

使用可能 

使用不可 

後幕シンク□撮影 

使用可能 

力;ラによって異なる 

AF 補助光 

使用可能 

(マルチェ U ア AF に対応） 

使用不可 

ファームアップ機能 

使用可能 

(ファームアップ対応カメラ） 

使用不可 


CLS 対応 I 眼レフ封のカメラとの組み合ねせ 
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i - TTL 巧応ニコンクールピクスとの組み合わせ 

SB - 900は、 i - TTL 対応ニコンクールピクスとの組み合わせでも使えますび、い 
くつかの機能は制限されます。 

-制限される機能は、使用する力ラによって異なります。 

-使用するカメラの使巧説明書をあわせてご覧<ださし、。 


■ i - TTL 巧応ニコンクールピクスでは 



i-TTL 対応ニコンクールピクス 

使用でさる発光モード 

- iJTL 調光モード 
-列•部自動調光モード 
-距離優先マニュアル発光モード 
-マニュアル発光モード 

使用できるワイヤレス増灯撮影# 1 

SU -4 タイプ 

FV □ック撮影 

使用不可 

才ート FP ノ \イスピードシンク□撮影 

使用不可 

AF 補助光 

使用不可 

ファーム アップ機能 

使用不可 


* 1ニコンクールピクスの内蔵フラッシュをマスターに、 SB -90 日をリモートにしたワイ 
ヤレス増打撮影はでさません。 


因 i - TTL 対応 ニコン クールピクスとの組み合わせ時の照が角の設定_ 

-オートパワーズーム機能により、レンズの焦点距離に合わせて照射角び自動 
的に設定されます。このとを、照射角表示には zoomAUTO (ズームオート) 
び表示され、照射角の数値は表示されません。 


ULS 対応 I 眼レフ封のカメラと Q 組み合ねせ 
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c L s 対応-おレフ Z 5 列のカメラとの組み合わせ 
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使用上のご注意-資料 


トラブルへの巧処、お手入れの方法や製品の保証などを説 
明していまず。また、使用できるアクセサリーもご紹介し 
ていまず。 


•故障かな？と思った5 . F -2 

-連続発光時のごま意 . F -5 

-温度上昇による動作制限について . F -6 

-お手入れについて . F -7 

. 電池についてのごま意 . F -8 

•表示ノてネ J レについて . F -9 

-ファームアップの方法 . F -10 

•イま用でをるアクセサ|」_ . F -11 

•仕様 . F -14 

•索弓 I . F -22 

. アフターサービスについて . F -25 
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トラブルび起さたり、警告表示び出たら、ご購入店や ニコン サービス機関にお 
問い合わせになる前に、下記の項目を確認してください。 

■ SB -900 のトラブル 


トラスレ 

原因 

対処ち法 

参照ページ 

電源び入らない。 

電池の+—び逆になってい 
る。 

電池を正しく入れてくださ 
い。 

防 C -4 

電池容量び不足している。 

電池を交換してください。 

陪 C -27 

レディーライトび点なしな 
い。 

スタンノ (ィ状態になってし质。 

電源 ON にしてください。 

陪* C -28 

電池容量び不足している。 

電池を交換してください。 

陪'〔-27 

電源び日 N 時でを、ズー 
ム動作の異音び発生ずる。 

電池の容量び不足してい 
る。 

電池を交換してください。 

陪 C -27 

調光距離表あび出ない。 

フラッシュヘッドび正面水 
平に設定されていない。 

フラッシュヘッドを正面水 
平に設定して < ださい。 

陪 C -6 

力六ラからの絞り値情報び 
ない。 

•力六ラの設定を醒認して 
ください。 

- SB -900 をカメラに装着し 
直してください。 

- 

カメラからのに日感度情 
報びない。 

カメラからの焦点距離情 
報びない。 

SB -900 とカメラの電源を 
入れ直してください。 

- 

才ートズーム動作しない。 

ワイドパネルを設定してい 
る、またはパウンスアダプ 
ターを装着している。 

•ワイドノくネルまたはバウ 
ンスアダプターをがして 
<ださい。 

•カスタム設定の「ワイド 
パネル破損時の照射角の 
マニュアル設定」で、マ 
ニュアル設定可能にして 
ください。 

陪 D -2 弓 

陪* D - 31 
陪 C -25 

マニュアルによる照射角 
設定になっている。 

才ートパワーズームに設定 
して < ださい。 

陪 D -57 

ボタンを押してち作動しな 
い。 

キー□ックされている。 

キー□ックを辭除してくだ 
さい。 

陪 C -9 

発光しない。 

カスタム設定で、発光び 
禁止されている。 

カスタム設定の発光禁止 
を解除してください。 

t ^ C -23 

マスターと1」モートび近過 
ざて正常に通信でさてい 
ない。 

マスターと U モートを離し 
て設置してください。 

陪 D -44 
陪* D -51 

SB - 弓0日び過熱するおそれ 
びある。 

自然冷却して、温度び下 
びるのを待ってください。 

臨 F - 目 
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表示/警告 

原因 

対の方法 

き照ページ 

口 

電池容量不足画面 

電池容量不足のため、す 
ベての動作を停止した。 

電池を交換して < ださい。 

降 C -27 

シャッターををるとブ 
ヴーび鳴って警告アイコ 
ンび出る 

1 

高温警告アイコン 

SB -900 び過熱し破損ず 
るおそれびある。 

自然冷却して、温度び下 
びるのを待ってくださ 
い。 

降 F -6 

1 

高湿検出警告画面 

SB - 弓00び過熱し破損す 
るおそれびあるため、す 
ベての動作を停止した。 

自然冷却して、温度び下 
びるのを待って<ださ 
い。 

略 F -6 

j WARNING ! 1 

安全回路作動画面 

電圧異常を検出したた 
め、電源スイッチし列の 
操作を停止した。 

電源を OFF にしてから電 
池を取り出し、ご購入店 
またはニコンサービス機 
関に修理を依頼して<だ 
さい。 

陪 F -25 

発光直後にレディーライ 
卜び点滅 

フル発光して適正露出び 
得られていない可能性び 
ある。 

撮影距離を短くする、絞 
り値を開放側にずるなど 
して、撮影し直してくだ 
さい。 

松 D -4 

陪 D - 7 

陣 D -10 
除 D -13 

除 D -42 

U モートびピーピーピー 
と約3砂間鳴った 

フル発光して適正露出び 
得られていない可能性び 
ある。 

撮影距離を短<する、絞り 
値を開放側にずる、 U モー 
卜の位置を変えるなどし 
て、撮該し直してください。 

松 D -42 

4m 

フィルター認識失敗画面 

装着したカラーフィル 
ターび認識でをない。 

カラーフィルターの装着 
状態を確認してくださ 
い。 

陪' D -34 

f5.6 

カメラ側で設定した絞り 
値び調光範囲が。 

絞り値を設定し直してく 
ださい。 

- 

fee 

レンズの絞り値び最ル絞 
0になつていない。 

レンズを最ル絞りに設定 
して < ださい。 

- 

F 

力六ラの電源び日 FF 。 

力;< ラの電源を ON にし 
て < ださし、。 

- 



使巧上のごを意.資料 
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誦ワイドパネルが取れてしまった場合は 

-ワイドパネルを設定した状態で強い衝撃を与えると、ワイドパネルび外れる 
おそれびありますので、ごま意ください。 

-ワイドパネルび取れてしまった場合の補修は、ご購入店またはニコンヴービ 
ス機関にご依頼ください。 

-ワイドパネルび取れるとワイドパネルを設定した状態と同じになり、照射角 
は任意に設定でをなくなります。照射角を変更する場合は、カスタム設定の「ワ 
イドパネル破損時の照射角のマニュアル設定」でマニュアル設定巧能にして 
ください。（腹て- 25) 

誦マイク□コンピューターの特性 

スピードライトの制御は、主としてマイク□コンピューターによって電モ的に 
行われています。マイク□コンピューターの特性として、極めて稀に、充分容 
量びある電池び正しく装てんされていてもスピードライトび正しく作動しなか 
った0、異常な表示び出たりすることびあります。このよラな場合は、電源ス 
イッチを ON にしたまま電池を入れ直し、作動させてください。 


使用上のごま意•資料 
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I 連続発光時のごま意 

SB -900 の過熱と装化を防ぐため、連続発光は下の「連続発光の制限回数」でい 
つたん止め、10分 ULL 、 発光部を自然冷却して<ださい。 

•過熱防止機能の設定をおすすめします。 （ it ^ F -6) 


A 連続発光の制限回数を越えて発光させないこと 

過熱、祟化の原因となります。 


連続発光の制限回数 


発光モード 

制限回数 （6 コマ/秒） 

- i-TTL 調光モード 
-が部調光モード 

•マニュアル 発光（光量： M 1/1、 M 1/2) 

15回し^下 

-マニュアル発光（光量： M 1/4〜 M 1/128) 

40回！;(下 


巧電池の発熱にご注意ください 

連続発光すると電池が発熱していることがあります。連続発光後に電池を交 
換ずる場合は、やけどに注意してください。 


留±&墨 { ご資料 
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温度上昇による動作制限について 


SB -900 は過熱防止機能を備えています。 

•過熱防止機能は、カスタム設定で選択します。 （11^024) 
•設定状態は、アイコンで確認でさまず。 


誦遏熱防止機能を ON にすると 


jn - SB - 900の温度状態を3段階の目盛で表示します。 

41 •連続発光などによって過熱のおそれびある場を、警告画面に変わり、す 
ベての操作びでさなくな0ます。 


高温検出警告画面 



温度び低い — 温度び高い 



-発光部を自然冷却して < ださし、。 

•警告画面び消えると、通常の操作びでさます。 

I 週熱防止機能を OFF にすると _ 

_,n - SB - 900の温度状態を3段階の目盛で表示します。 

4 L •過熱のおそれびある場を、シャッターをきるたびにブザーび鳴0 (サウ 
ンドモニターを ON に設定時)、警告アイコンを表示します。 


1 ■高温警告アイコン 


油 TTLIIBU 

巧 02 如 

■*0.6*8.0 m 

Q 巨 t S 4 S 巧 

お m 24 mtn F 5.6 

国 

因 



每圧在]陋 


130 260 


ィ0.6-8.0 m 



話 im 24 mm F 5.6 



油 TTLI 旧 L1 

ISO 2 的 

■*0.6-8.0 m 

06 1 8 4 a 16 

品。24 mm F 5.6 

i 

因 



温度び低い . 温度び高い 

•発光を止め、発光部を自然;令却してください。 

•警告アイコンび消えると、通常の操作びできます。 


F-6 





























お手入れについて 


A 警告 


念 


シンナーやベンジンなどの有機溶剤を清 
浄に使用しないこと 

火災や健康障害の原因とな0ます。 


I お手入れの方法 


ブ□アーでやホコ U を軽く吹を払った後、柔5かい清潔な巧で軽<おい 
てください。特に、海辺で使った後は、真水を数滴たらした柔5かい清潔な 
布で稳分を拭を取ってか5、乾いた巧で軽く拭いて乾かしてくださし、。 
ブラシなどで表示パネルをおいた場合、静電気で表示パネルび点灯した0、 
黒く変色したりすることびありますび、故障ではありません。しば5く放置 
すると、正常な状態に戻ります。 

スピードライト内部には、精密な電子部品びをく含まれています。振動や衝 
撃を与えないでください。また、表示パネルを強い力で押さないでください。 


■保管の方法 


カビや湿気による故障を防ぐため、風通しの良い乾燥したところに保管して 
<ださい。 

ナフタ I 」ンや擇脳、磁気を発生する器具の近< には、置かないで<ださし、。 
極端に高温になるところ（夏期の車内やス I -ーブなどの近 <) には、置かな 
いでください。高温になると、故障の原因となります。 

約2週間政上使用しないときは、電池のあ漏れによる故障を防ぐために、電 
池を取り出してくださし、。 

コンデンサー（スピードライト内部の部品）の装化を防ぐため、約1ヶ月に1 
回はテスト発光を行ってくださし、。 


I ご®用になる場所にご注意<ださい 


極端に温度差びある場所に移動すると、スピードライトの内部や外観部に水 
滴び生じることびあります。バッグやビニール袋などに入れ、周囲の温度に 
なじませてか5ご使巧くださし、。 

テレビ塔や高圧鉄塔に近い場所では、強い磁気や電波び発生しており、誤作 
動することびあります。 


使用上のごを意 • 資料 
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電池についてのごを意 

誦使用でをる電池 

次の単3おの電池を使います。 

-アルカリ電池 (1.5 V ) . リチウム電池 (1.5 V ) 

-オキシライド乾電池 (1.5 V ) -ニッケル水素巧電池 (1.2 V ) 

- 1.5 V マンガン電池のご使巧はおすすめしません。 

-電池の仕様により、連続発光して電池び高温になると発光でさなくなること 
びあります。ただし、電池温度び下びれば、ご使用になれます。 

-充電池のご使用上のま意や充電方法などについては、各メーカーの電池およ 
び充電器の使用説明書をご賣ください。 

•充電池!^^がは充電しないで<ださい。充電ずると、破裂ずる恐れびあ0ます。 

■ 電池の取扱い上のご注意_ 

•一般的に、スピードライトは非常に大きな電流を消費するため、電池などに 
記されている充放電回数前に電池び使えなくなる場合びあります。 

-交換の隙は、4本とわ同じ方一力一の同じ種類の新品電池を入れてください。 
•電池を交換するときは、電源を OFF にしてから、+—を間違えないよう正し 
<入れて < ださい。 

-電池の両極に油やちれなどび付着していると、接触不良の原因となりますので、 
ごま意くださし、。 

•電池には、低温になるほど性能び低下する性質、使巧しないでおくと電圧び 
回復する性質、使わなくても自己放電する性質びあります。ご使巧になる前 
には電池の容量の確認をむびけて、電池は早めに交換することをおずすめし 
ます。 

-電池は、高温-多湿になる場所を避けて保管してください。 


鶴 

NIMH 


ル型巧電式電池の 
リサイクル 


不要になった巧電式電池は、貴重な資源を巧る 
ために、廃棄しないで巧電式電池リサイクル協 
力店へお持ちください。 
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表示パネルについて 

誦表巧パネルの特性 

-表示パネルの液晶には指向性びあります。斜め上か5見ると読み取りに<く 
なりますび、やや下の方向か!5見ると読み取0やす<なります。 

-約60で1^上の高温下では、一時的に液晶表示び黒<なることびありますび、 
常温に戻れば表示ち正常に戻ります。 

-低温下では液晶の応答速度び多少遅くなり、表示び読み取りにくくなった0、 
表示の切0換わりに時間びかかったりすることびありますび、常温に戻れば 
正常に戻0ます。 

誦表巧 パネルバッ クライトの点灯^ 消な 

SB - 900の電源び ON の状態で各種操作ボタンを押すと、バックライトび点好して、 

表示ノ くネルび読み取0やず < なります。 

- SB - 900を操作しない状態び約16秒間続くと、バックライトは消阿します。 

•点丹しないようにするには、カスタム設定で OFF (強制消口）に設定します。 
(臨て- 24) 

• OFF に設定しても、力方ラ側の表示パネルの照明び点好すると、連動して 
SB - 900の表示パネルの照明ち点好します。また、カスタム設定画面にしたと 
さわ点阿します。 

瞧表示パネルのコントラストの設定 

表示パネルのコントラストは、カスタム設定で調整して、読み取りやすくする 

ことびでさます。 （ b ^ C -25) 

-コントラストは弓段階に設定巧能です。 


使ち登ま意 • 資料 
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ファームアップの方ミ去 


ニコンウェブサイトか5最新のファームウェアをダウン□ードして、カメラボ 
デイーからの操作でアップデートすることびでさます。 

http://www.nikon-image.com/jpn/support/ 



* 1 D 3 カメラのファームウェアび A : 2.00 、 B : ZOOU (降で対応。 

•現在使用中のファームウェアのバージョンは、カスタム設定で確認できます。 
(臨 C -25) 

-ファームアップ対応カメラをお持ちでない方は、ニコンサービス機関にご相 
談ください。 





ほ用でをるアクセサリー 


■ スピードライトスタンド AS -21 ■ スレーブフラッシュコント□—ラー 


付属品のスピードライトスタンド 
AS -21 と同じをのでず。 



■ カラーフイルターセット SJ -3 

カラーフィルター8種類、20枚のセ 
ットです。 

• FL - GU 堂光阿用） - FL - GS 趙光灯用） 
- TN - A 1 (電球用）- TN - A 2 (電球用） 

- BLUE (青 ）- YELLOW (黄色） 

- RED (赤 ）. AMBER (肌色） 

•カラーフィルターは消耗品です。ご 
使用条件により異なりますび、発光 
時の熱によって莫化します。必要に 
応じて点検の上、交換するよラおず 
すめいたします。 



■ウォーターガード WG - AS 1、 
WG - AS 2、 WG - AS 3 

SB - 900とニコンデジタルー眼レフカ 
ラの組み合わせ時に、カメラ連動接 
点への水滴の浸入を防ぐカバーです。 
WG - AS 1 : D 3 専用 
WG - AS 2 : D 300専用 
WG - AS 3 : D 700専用 


SU -4 

マスターの発光開始と発光停止を 
SU -4 のセンサーで検知し、 SU -4 を取 
0付けたスピードライトの発光開始と 
停止を同じタイ S ングで制御するので、 
ワイヤレス増な撮影びで走ます。 



■ TTL 調光コード SC -28/17 
(約 1.5 m ) 


スピードライトをカメラか5離して 
i - TTL 調光撮影をする隙に使用します。 
云脚取り付け用のねじ巧と2ケ所の 


TTL 増灯ター S ナルを備えています。 




■ TTL 調光コード SC -29 I 

(約 1.5 m ) ± 

スピードライトをカメラ占、日離して ご 
i - TTL 調光撮彰をずる際に使用します 。 i 
AF 浦巧光機能を備えています (TTL T 
増な夕一5ナルは備えていません)。 i 
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ほ用でをるアクセサリー 


■か部電源 


外部電源を使用すると電源供給び安定し、発光回数を増やしたり発光間隔を短 
縮でをます。 







単ニノてック ノてワーアシストノ くック 
SD -7 SD -8 A 


パワーアシストパック 
SD -9 


パワープラケット SK -6 


化社製の外部電源と組み合わせてお使いになると、事故-故障などび起こる 
可能性びあります。その場合、当社の保証の対象がとなりますのでごま意< 
ださい。 


か部電源の接続方法 



外部電源コネクターのキャップを外し、電源コードを接続して<ださい。 
•SD-7 の接続には、電源コード SC-16A をご使巧ください。 SC-16 は使用で 
さません。 


U .、 


使用上のごま意•資料 
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主な仕様 


外部 電源 

使用 電池 

最短発光間隔※1 

発光回数* 2 /発光間隔 

単ニパック 
SD -7 

単2おアルカ1」電池 X 目本& 3 

約 2.0 秒 

320回政上/ 2.日〜30秒 

単2形ニッケル水素充電池X 6本※4 

約 1.5 秒 

280回於上/1.日〜30秒 

単2おニッケル水素充電池X 6本み 5 

約1.日秒 

260回政上/1.日〜30秒 

パワーアシスト 
パック 

SD -8 A ‘ x 6 

単3形アルカ1」電池 X 6本 

約 2.0 秒 

300回於上/ 2.日〜30秒 

単3形1」チウム電池 X 6本 

約 2.2 秒 

550回於上/ 2.2 〜120秒 

単3おオキシライド乾電池 X 6本 

約 1.8 秒 

320回政上/1ぶ〜30秒 

単3形ニッケル水素充電池 
(2600 mAh ) X 6 本 

約 1.5 秒 

260回政上/!.日〜30秒 

単3形ニッケル水素充電池 
( eneloop ) x 6 本 

約1.日秒 

250回政上/!.日〜30秒 

パワーアシスト 
パック 

SD - 弓※6 

単3おアルカ1」電池 X 4本 

約 1.8 秒 

280回政上/1ぶ〜30秒 

単3形1」チウム電池 X 4本 

約 2.4 秒 

500回しん L / 2.斗〜120秒 

単3おオキシライド乾電池 X 4本 

約 1.4 秒 

280回政上/ 1.4 〜30秒 

単3おニッケル水素充電池 
( eneloop ) X 4 本 

約 1.1 秒 

350回政上/ 1.1 〜30秒 

単3おアルカ1」電池 X 8本 

約 1.1 秒 

斗50回政上/ 1.1 〜30秒 

単3形1」チウム電池 X 8本 

約 1.4 秒 

840回於上/!.斗〜12日秒 

単3形オキシライド乾電池 X 8本 

約 1.0 秒 

440回於上/1 .0 〜30秒 

単3おニッケル水素充電池 
( eneloop ) X 8 本 

約 1.0 秒 

520回政上/1.0〜30秒 

パワ-プラケット 
SK -6*6 

単3おアルカ1」電池 X 4本 

約 2.2 秒 

190回政上/ 2.2 〜30秒 

単3お1」チウム電池 X 4本 

約 3.2 秒 

斗20回政上/ 3.2 〜12日秒 

単3形オキシライド乾電池 X 4本 

約 2.0 秒 

240回於 上/ 2.0 〜 30秒 

単3おニッケル水素充電池 
城00 mAh ) X 4 本 

約 1 .弓秒 

240回於 上/ 1.9 〜 30秒 

単3おニッケル水素充電池 
( eneloop ) X 4 本 

約1.弓秒 

230回於 上/ 1.9 〜 30秒 


*1: 発光間隔は、30权' ( U チウム電池使用時は120粗')に1回の発光を行ったときのフル発光す目当りろレディーライ 
卜点巧までの時間です。 

《2:発光回数は、30砂 0 J チウム電池使用樹ま120秒）に1回の発光を行ったときの、：7ル発光相当か S 30权似巧 
にレディーライトび点なする回数です。 

《3 : SB - 900に単3形アルカリ電池を使用。 

》4: SB -900 に単3形ニッケル水素充電池 (2600 mAh ) を使用。 

《5 : SB - 900に単3形ニッケル水素充電池 ( eneloop ) を使用。 

& 6: SB -900、 外部電源共に同じタイフの電池を使用。 

-電池初期での性能です。電池の制日、および同じ銘柄でを、電池性能の変更等によってデータび異なることびありまず。 
- SD -8 A または SK -6 使用時にモデ U ング発光を行う場合、発光は S 目-9日日巧の電源のみで行われ外部電源は作動し 
ない場合びありますび、故障ではありません。 


留±&墨予資料 
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形式 

直列制御方式 TTL 自動調光スピードライト 

ガイドナン/ く一(照射ち 35 mm 、 
FX フオーマットスタンダード配 
光時、20で） 

34 ( IS 0100 • m) /48 ( IS 0200 . m) 

調光範囲 （ i - TTL 調光モード 
/絞り連動外部自動調光モー 
ド/外部自動調光モード時） 

0.6m 〜 20m 口才ーマット、配光タイスに日感度、照射角、 
絞り値によって異なります） 

配光画角 

配光タイプ切り換え（スタンダード配光/中央部重点配光/ 
均質配光） 

FX / DX 切り換え対応 

発光モード 

- i - TTL 調光モード 
-絞り連動列部自動調光モード 
•が部自動調光モード 
-距離優先マニュアル発光モード 
-マニュアル発光モード 
-1」ピーティング発光モード 

その他の発光機能 

テスト発光/モニター発光/マルチェ U ア AF 補助光/ 

モデ U ング発光 

ニコンクリエイティブ 
ライティングシステム 

巧応力;<ラと組み合わせると、次の機能び可能。 
i - TTL 調光モード/アドバンストワイヤレスライティング /FV 
□ック撮影/発光色温度情報伝達/オート FP ; V イスピードシ 
ンク□撮該/マルチェ1」ア AF 補助光 

増灯撮影機能 

•アドバンストワイヤレスライティング撮影 
- SU-4 タイプのワイヤレス増な撮影 

カメラ側の設定による撮影 
機能 

カメラのシンク□モード：ス□ーシンク □ /赤目軽減ス□一 
シンク □ /先幕シンク □ /後幕シンク □ /棲幕ス□ーシンク □ 
撮影機能：オート FP 从イスピードシンク□撮該 / FV □ッ 
ク撮影/赤目軽減発光撮影 

バウンス角度 

垂直ち向：上方向90°〜正面〜下方向7° 

(クリック：下 7 V 正面/45° /60- /75° /弓の 
水平ち向：左方向 18 Cr 〜右ち向180° 

(ク U ック：正面 /30° /60° /90 V 120 V 150 V 1 80つ 

電源 ON/OFF 

電源スイッチによる切り撰え 
スタンバイ機能設定可能 


様 

仕 

―^ 唐上®含意.資料 
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使用電池 

次の単3形電池の同一種類を4本 
-アルカ U 電池 （1.5 V ) 

-リチウム電池 （1.5 V ) 

•オキシライド乾電池 C 1.5 V ) 

.ニッケル水素充電池 C 1.2 V ) 

使巧電池別の最短発光間隔、発光回数は 

レディーライト 

充電完了：後側び点な、前側（1」モート時 ）が点滅 
つ J レ発光時の露出不足警ち （ i - TTL 調光モード/絞り達動が部自動 
調光モード/外部自動調光モード/距離優先マニュアル発光モード 
時）：後側、前側0」モート時）とわに点滅 

閃光時間 

約1/880砂： M 1/1 発光 （ FULL ) 約1/10000秒： M 1/16 発光 
約1/1100秒： M 1/2 発光 約1/20000秒： M 1/32 発光 

約1/2巧0秒： M 1/4 発光 約1/35700秒： M 1/64 発光 

約1/5000秒： M 1/8 発光 約1/38500秒： M 1/128 発光 

□ックレバー 

□ックプレートおよびロックピンにより、アクセサリーシューか 
らの脱落を防止。 

調光補正 

+ 3.0 〜一 3.0 の範囲で1/3段ステップで調光可能。 （ i - TTL 調光 
モード/絞り達動自動調光モード/外部自動調光モード/距離優先 
マニュアル発光モード時） 

カスタム設定項目 

全22項目 

その他の機能 

に日感度設定 / TTL 調光アンダー量再表示/初期設定への1」セット 
/キー□ック/過熱防止機能/ファームアップ 

大きさ (WX H X D) 

約 78.0 X 146.0 X 118.5 mm 

質量 

約 415 g (電池を除く） 

付属品 

スピードライトスタンド AS -21、 バウンスアダプター SV \ M 3 H 、 
カラーフィルター SJ - 弓00、カラーフィルターホルダー SZ -2、 

ソフトケース SS -900 


•仕様中のデータは特に記載のある場合を除を、全て常温 (2 日む）、新品電池使用時のちのです。 
•仕様•性能は予告なく変更ずることびありますので、ご了承ください。使用説明書の誤 
りなどについての捕償はご容赦<ださい。 

-「オキシライド乾電池」は松下電器産業株式会社の商標または登歸商標です。 

•その他記載の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 
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仕様 


誦調光距離節囲 

(i-TTL 調巧/絞0連動か部自動調巧/か部自動調光モード共通） 

SB- 900の調光距離範囲は 0.6m 〜 20m です。調光範囲はフォーマット、配光夕 
イプ、 ISO 感度、照射角、絞0値によって異なります。 

-次の表は FX フォーマット、スタンダード配光時の調光距離範囲表です。 

•各設定状態での調光範囲は、表示パネルで確認でさます（陪^ C-11)。 


■ FX フオーマット、スタンダード配光時 



ISO 感度 

照射ち ( mm ) 



6400 

3200 

1600 

800 

400 

200 

100 

14 BA / 

WP 

14 BA 

14 WP 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

135 

180 

200 










2.3 

2.9 

3.1 

3.9 

4.1 

4.3 

4.8 

S .4 

6.1 

7.1 

7.8 

只. 4 

8.8 

9.1 

9.2 

9.6 

9.9 



2.8 

2 

1.4 





20 

20 

茹 

20 

亢 

20 

20 

贡 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 










1.7 

2 

2.2 

2.8 

2.9 

3 

3.4 

3.8 

4.3 

5 

5.5 

5.9 

6.2 

6.4 

6.5 

6.8 

1 



4 

2.8 

2 

1.4 




20 

20 

5) 

20 

20 

20 

20 

20 

5 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 










1.2 

1.5 

1.6 

2 

2.1 

2.2 

2.4 

2.7 

3.1 

3.6 

3.9 

4.2 

4.4 

4.6 

4.6 

4.8 

5 



!3.〇 

4 

2.8 

2 

1.4 



18 

茹 

20 

20 

20 

20 

2 Q 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 










0.9 


1.1 

1.4 

1.5 

1.5 

1.7 

1.9 

2.2 

2.5 

2.8 

3 

3.1 

3.2 

3.3 

3.4 

3.5 



8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 


ち 

16 

U 

贡 

亢 

20 

20 

20 

贡 

20 

充 

20 

20 

20 

20 

20 

20 










0.6 

0.8 

0.8 


1,1 

1.1 

1.2 

1.4 

1.6 

1.8 

2 

2.1 

2.2 

2.3 

2.3 

2.4 

2.5 



11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 


1 て 3 

12 

1 ミ 5 

ぶ 2 

1 苗 

19 

5 

亢 

20 

20 

S ) 

20 

20 

20 

20 

孟 










0.6 

0.6 

0.6 

0.7 

0.8 

0.8 

0.9 


1.1 

1.3 

1.4 

1.5 

1.6 

1.6 

1.7 

1.7 

1.8 



1 〇 

11 

8 

b.o 

4 

2.8 

2 

65 

言 

S 

n 

1 て日 

12 

ぷ 5 

15 

17 

20 

20 

20 

20 

贡 

5 

20 

20 

調 









0.6 

0.6 

0.6 

日. 6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.7 

0.8 

0.9 


1.1 

1.1 

1.2 

1.2 

1.2 

1.3 

光 


22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 


















距 









む 

b.b 

わ 

U 

8.1 

8.4 

わ 

IU.b 

レ 

14.1 

lb.b 

lb.b 

I/.S 

18 

18 .^ 

19 

1 リ 7 

跳 









0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.7 

日. 7 

0.8 

0.8 

0.8 

0.9 

0.9 

0.9 

範 


32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 


















囲 










4 

4 J 

b.b 

S 7 

b 

67 

1 台 

8 .S 

IU 

II 

117 

1 バ 

レ 7 

U .8 

1 お 

14 










0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.7 




32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

22 

Z 8 

ミ 

S 

4 

42 

47 

5 ! 

6 

1 

77 

83 

87 

9 


95 

而 










0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

日. 6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 





32 

22 

16 

11 

8 

な 

I 

2 つ 

11 

Z 8 

1 

3〜3 

37 

42 

? 

5~5 

5*8 

6〜 1 

6~3 

目 1 

ミ ] 

7 










0.6 

0.6 

0.6 

06 

0.6 

0.6 

0.6 

〇ら 

06 

0.6 

0.6 

0.6 

06 

〇ら 

0.6 

0.6 

0.6 






32 

22 

16 

11 

~ 

‘ ~ ■ 

~ 


‘~’ 

‘, 

‘~’ 



~ 

‘, 

‘~’ 



~ 

‘ ~ ■ 

~ 










1.1 

1.4 

1.5 

i.y 

2 

2.1 

2.3 

Ih 

ゴ 

3.5 

3.8 

4.1 

4 .J 

4 .S 

4.5 

4.7 

4.9 










0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 







32 

22 

16 

08 

品 

T 

13 

な 

]5 

な 

ll 

Zl 

25 

27 

19 

? 

3 〜 1 

£ 

5 

35 










0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

n .6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 








32 

22 


07 

07 

品 

了 

T 

U 

ll 

1 〜5 

1 〜7 

1~9 

2 

2 〜 1 

22 

12 

23 

14 










0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 









32 

0~6 

06 

〇 1 

oi 

07 

07 

08 

09 

T 

12 

13 

U 

]5 

广 5 

1*6 

1*6 

1〜7 



• BA : バウンスアダプター装着時 

• WP : ワイドパネル使用時 
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FX フォーマット照射角度表 


DX フォーマット照射角度表 


ズムセット fii 置 

照射角度 r ) 

ま直方向 

水平方向 

12 ( BA / WP ) 

120 

130 

14 ( BA / WP ) を2 

110 

120 

17 ( BA / WP ) 《3 

100 

110 

1 7 《 4 

77 

% 

18刖 

74 

93 

が 4 

6 弓 

87 

24 

60 

78 

28 

53 

70 

35 

45 

60 

50 

34 

46 

70 

26 

36 

85 

23 

31 

105 

20 

27 

120 

18 

25 

135 

17 

24 

180^5 

15 

21 

200 ※日 

14 

20 


BA :バウンスアダプター装着時 
WP :ワイドパネル使巧時 
《1中央部重点配光時 
※三スタンダード配光時 
《3均質配光時 

《4スタンダード配光および中央部重点 
配光時 

《5スタンダード配光および均質配光時 


ズームセット位置 

照射角度 r ) 

ま直方向 

水平方向 

8 ( BA / WP ) 

120 

130 

10 ( BA / WP ) を2 

110 

120 

11 ( BA/W 巧※ 3 

100 

110 

1 っ※ 4 

74 

93 

い ※斗 

66 

85 

16 

60 

78 

17 

57 

75 

18 

55 

72 

20 

50 

67 

24 

44 

58 

28 

39 

52 

35 

32 

44 

50 

25 

34 

70 

20 

27 

85 

17 

24 

105&5 

16 

22 

12 日※ 5 

15 

21 

135&5 

14 

20 

18 日※ 5 

13 

19 

200 ※日 

13 

18 


BA :バウンスアダプター装着時 
WP :ワイドパネル使用時 
中央部重点配光時 
&2スタンダード配光時 
&3均質配光時 

※斗スタンダード配光および中央部重点 
配光時 

《5スタンダード配光および均質配光時 


i ®± G 墨予資料 
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仕様 

圓ガイドナンパー表 

SB - 弓00のガイドナンバーはフオーマット、配光タイプ、 ISO 感度、照射角、発 


光量によって異な0ます。 

口。占 T+A FX フオ ー マツ ト 


照が角 

(mm) 

FX フォーマット 

DX フォーマット 

スタンダード 
配光 

中央部重点 
配光 

均質配光 

スタンダード 
配光 

中央部重点 
配光 

均質配光 

8 (BA+WP) 

- 

- 

- 

- 

13 

- 

8 CBA) 

- 

- 

- 

- 

16 

- 

8 CWP) 

- 

- 

- 

- 

17 

- 

10 (BA+WP) 

- 

- 

- 

13 

- 

- 

10 (BA) 

- 

- 

- 

16 

- 

- 

10 CWP) 

- 

- 

- 

17 

- 

- 

n (BA+WP) 

- 

- 

- 

- 

- 

13 

n (BA) 

- 

- 

- 

- 

- 

16 

n CWP) 

- 

- 

- 

- 

- 

17 

12 (BA+WP) 

- 

13 

- 

- 

- 

- 

12 (BA) 

- 

16 

- 

- 

- 

- 

12 CWP) 

- 

17 

- 

- 

- 

- 

12 

- 

- 

- 

23 

26 

- 

14 (BA+WP) 

13 

- 

- 

- 

- 

- 

14 (BA) 

16 

- 

- 

- 

- 

- 

14 (WP) 

17 

- 

- 

- 

- 

- 

14 

- 

- 

- 

25 

29 

- 

16 

- 

- 

- 

27 

32 

22 

17 (BA+WP) 

- 

- 

13 

- 

- 

- 

17 (BA) 

- 

- 

1色 

- 

- 

- 

17 CWP) 

- 

- 

17 

- 

- 

- 

17 

22 

25 

- 

29 

33 

23 

18 

23 

26 

- 

30 

34 

24 

20 

24 

27 

- 

31 

36 

25 

2 斗 

27 

32 

22 

34 

40 

32 

28 

30 

36 

24 

36 

43 

33 

35 

34 

40 

31 

40 

47 

37 

50 

40 

46 

36 

46 

51 

43 

70 

44 

50.5 

41 

49.5 

53 

4弓 

85 

47 

52 

44 

51 

58 

50.5 

105 

49.5 

53 

49 

52.5 

- 

51 

120 

51 

56 

50 

54 

- 

引.5 

135 

51.5 

58 

50.5 

56 

- 

52.5 

180 

54 

- 

51.5 

56.5 

- 

53 

2 白白 

56 

- 

52 

57 

- 

54 


• BA :バウンスアダプター装着時 

• WP :ワイドパネル使巧時 


F -18 


農上 G ご讓 • 資料 













































■ スタンダード配光 、 ISO 100 -m 


■ スタンダード配光 、 ISO 100 -m 


発耀 

照射ち (mm) 

10mm 

12 

14 

16 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

135 

180 

200 


WP+ 

BA 

BA 

WP 

1/1 

13 

16 

17 

23 

25 

27 

29 

30 

31 

34 

36 

40 

46 

49.5 

51 

52.5 

54 

56 

5目.5 

57 

1/2 

9.1 

11.3 

12 

16.2 

17.6 

19 

20.5 

21.2 

21.9 

24 

25.4 

28.2 

32.5 

35 

36 

37.1 

38.1 

39.5 

39.9 

40.3 

1/4 

己.日 

8 

8.5 

11.5 

12.5 

13.5 

14.5 

15 

15.5 

17 

18 

20 

23 

24.7 

25.5 

26.2 

27 

28 

28.2 

28.5 

1/8 

4.弓 

5.6 

6 

8.1 

8.8 

弓. 5 

10.2 

10.己 

10.9 

12 

12.7 

14.1 

16.2 

17.5 

18 

18.5 

19 

197 

19.9 

20.1 

1/16 

3.2 

4 

4.2 

5.7 

6.2 

6.7 

7.2 

7.5 

7.7 

8.5 

9 

10 

11.5 

12.3 

127 

13.1 

13.5 

14 

14.1 

14.2 

1/32 

2.2 

2.8 

3 

4 

4.4 

4.7 

5.1 

5.3 

5.4 

6 

己.3 

7 

8.1 

8.7 

9 

弓.2 

弓.5 

9.8 

弓.弓 

10 

1/64 

1.6 

2 

2.1 

2.8 

3.1 

3.3 

3.6 

3.7 

3.8 

4.2 

斗弓 

5 

5.7 

6.1 

6.3 

目.5 

6.7 

7 

7 

7.1 

1/128 

1.1 

1.4 

1.5 

2 

2.2 

2.3 

2.5 

2.6 

2.7 

3 

3.1 

3.5 

4 

4.3 

4.5 

4.6 

4.7 

4.9 

4.9 

5 


• BA :バウンスアダプター装着時 

• WP :ワイドパネル使巧時 


発帽 

照射ち (mm) 

14mm 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

135 

180 

200 


WP + 
BA 

BA 

WP 

1/1 

13 

16 

17 

22 

23 

24 

27 

30 

34 

40 

44 

47 

49.5 

51 

51.5 

54 

56 

1/2 

9.1 

11.3 

12 

15.5 

16.2 

16.9 

1 弓 

21.2 

24 

28.2 

31.1 

33.2 

35 

36 

36.4 

38.1 

39.5 

1/4 

6.5 

8 

8.5 

11 

11.5 

12 

13.5 

1 弓 

17 

20 

22 

23.5 

24.7 

25.5 

25.7 

27 

28 

1/8 

4.5 

5.6 

6 

7.7 

8.1 

8.4 

9.5 

10.6 

12 

14.1 

15.5 

16.6 

17.5 

18 

18.2 

19 

19.7 

1/16 

3.2 

4 

4.2 

5.5 

5.7 

6 

目. 7 

7.5 

8.5 

10 

11 

11.7 

12.3 

127 

12.8 

13.5 

14 

1/32 

2.2 

2.8 

3 

3.8 

4 

4.2 

4.7 

5.3 

ら 

7 

7.7 

8.3 

8.7 

9 

9.1 

9.5 

9.8 

1/64 

1.6 

2 

2.1 

2.7 

2.8 

3 

3.3 

3.7 

4.2 

5 

5.5 

5.8 

6.1 

6.3 

6.4 

6.7 

7 

1/128 

1.1 

1.4 

1.5 

1.9 

2 

2.1 

2.3 

2.6 

3 

3.5 

3.8 

4.1 

4.3 

4.5 

4.5 

4.7 

4.9 


DX フ オー マットガイドナンバー 


FX フ オー マットガイドナンバー 



使用上のごを意•資料 
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仕様 


■ FX フオーマット、スタンダード配光 、 ISO 100 -m 


発過 

照射角 （mm) 

14mm 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

135 

180 

200 


制 ba 

WP 

1/1 

4.7 

5.8 

己. 2 

8.0 

8.4 

8.7 

9.8 

10.9 

12.4 

14.6 

16.1 

17.2 

18.1 

18.6 

18.8 

19.7 

20.5 

1/2 

3.3 

4.1 

4.3 

5.6 

5.9 

6.1 

6.9 

7.7 

8.7 

10.3 

11.3 

12.1 

12.7 

13.1 

13.2 

13.9 

14.4 

1/4 

2.3 

2.9 

3.1 

4 

4.2 

4.3 

4 .弓 

5.4 

6.2 

7.3 

8 

8.6 

9 

9.3 

9.4 

9.8 

10.2 

1/8 

1.6 

2 

2.1 

2.8 

2.9 

3 

3.4 

3.8 

4.3 

弓. 1 

5.6 

6 

6.3 

6.5 

6.6 

6.9 

7.2 

1/16 

1.1 

1.4 

1.5 

2 

2.1 

2.1 

2.4 

2.7 

3.1 

3.6 

4 

4.3 

4.5 

4.6 

4.7 

4 .弓 

5.1 

1/32 

0.8 



1.4 

1.4 

1.5 

1.7 

1.9 

2.1 

2.5 

2.8 

3 

3.1 

3.2 

3.3 

3.4 

3.6 

1/64 

0.5 

0.7 

0.7 

0.9 



1.2 

1.3 

1.5 

1.8 

2 

2.1 

2.2 

2.3 

2.3 

2.4 

2.5 

1/128 

0.4 

0.5 

0.5 

0.7 

0.7 

0.7 

0.8 

0.9 


1.2 

1.4 

1.5 

1.5 

1.6 

1.6 

1.7 

1.8 


■ DX フオーマット、スタンダード配光 、 ISO 100 -m 


• FP 発光時のガイドナンバーはシャッタースピード 1/500 秒、 D3 カメラ装着時の値です。 

• 上記 FP 発光時のガイドナンバーはシャッタースピードによって変化します。例えばシャッタースピード 
び 1/500 から 1/1000 になるとガイドナンバーは 1EV ルさくなります。つまり高速になるほどガイドナン 
バーはルさくなります。 

•目 A :バウンスアダプタ~装着時 

• WP : ワイドパネル使用時 


F -20 


黄過 

照射角 （mm) 

10mm 

12 

14 

16 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

135 

180 

200 


WP+ 

BA 

BA 

WP 

1/1 

4.7 

5.8 

6.2 

8.4 

9.1 

9.8 

10.6 

10.9 

11.3 

12.4 

13.1 

14.6 

16.8 

18.1 

18.6 

19.2 

1 弓 .7 

20.5 

20.7 

20.8 

1/2 

3.3 

4.1 

4.3 

5.9 

6.4 

6.9 

7.4 

7.7 

7.9 

8.7 

9.2 

10.3 

11.8 

12.7 

13.1 

13.5 

13.9 

14.4 

14.6 

14.7 

1/4 

2.3 

2.9 

3.1 

4.2 

4.5 

4.9 

5.3 

5.4 

5.6 

6.2 

己.日 

7.3 

8.4 

9 

9.3 

9.6 

9.8 

10.2 

10.3 

10.4 

1/8 

1.6 

2 

2.1 

2.9 

3.2 

3.4 

3.7 

3.8 

3.9 

4.3 

4.6 

5.1 

5.9 

6.3 

6.5 

目. 7 

6.9 

7.2 

7.3 

7.3 

1/16 

1.1 

1.4 

1.5 

2.1 

2.2 

2.4 

2.6 

2.7 

2.8 

3.1 

3.2 

3.6 

4.2 

4.5 

4.6 

4.8 

4.9 

弓 .1 

5.1 

5.2 

1/32 

0.8 



1.4 

1.6 

1.7 

1.8 

1.9 

1.9 

2.1 

2.3 

2.5 

2.9 

3.1 

3.2 

3.3 

3.4 

3.6 

3.6 

3.6 

1/64 

0.5 

0.7 

0.7 


1.1 

1.2 

1.3 

1.3 

1.4 

1.5 

1.6 

1.8 

2.1 

2.2 

2.3 

2.4 

2.4 

2.5 

2.5 

2.6 

1/128 

0.4 

0.5 

0.5 

0.7 

0.8 

0.8 

0.9 

0.9 

0.9 

1 

1.1 

1.2 

1.4 

1.5 

1.6 

1.6 

1.7 

1.8 

1.8 

1.8 


FP 発光時のガイドナンパー 
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■ 電池別の発光巧隔 / 発光回数 


電池 

最短発光間隔*1 

発光回数& 2/発光間隔' S 1 

アルカ U 電池 （1.5 V ) 

約4.日秒 

11日回じし L / 4.0 〜30お） 

U チウム電池 （1.5 V ) 

約 4.5 秒 

23日回し U 上/ 4.5 〜120秒 

オキシライド乾電池 C 1.5 V ) 

約3.日秒 

125回 ULL /3.0 〜30耿 

ニッケル水素充電池 （2 如 OmAh ) 

約 2.3 秒 

190回し U 上/ 2.3 〜30砂 

ニッケル水素充電池 Ceneloop ) 

約 2.3 秒 

165回切上/ 2.3 〜30耿 


:発光間隔は、30秒（リチウム電池使用時は120砂）に1回の発光を巧ったとさのフル 


発光相当からレディーライト点むまでの時間です。 

《2:発光回数は、30砂（リチウム電池使用時は120砂）に1回の発光を行ったとさの、フ 
ル発光柜当から30秒切巧にレディーライトび点なずる回数でず。 

- AF 補助光-ズーム作動-表示パネルのバックライトを使巧しない場合の数値です。 

•電池初期での性能です。電池の新旧、および同じ銘柄でを、電池性能の蜜要等によって 
データび異なる ことびあります。 



使用上のごま意•資料 
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索引 


英数字/五十音順 

•各部の名称、アイコン等については「各部の名称」 （i^c-2)、r 表示について」 
(陪^ C-10) をご覧ください。 


巧巧き 


AF 補助光 . D -58 

AF - ILL ONLY . D -59 

AUTO (才ートモード) . D - 引 

CLS . A -3 

GLS 対応一眼レフカメラ . B -2 

CLS に対応していない一眼レフカメラ E -2 

CPU レンズ . A -3 

DX フオー マット . C -23、 D -62 

FV □ック撮影 . D -55 

FX / DX 切り換え . D -62 

FX フオー マット . C -23、 D -62 

i - TTL 対応ニコンクールピクス . B -2、 E -3 

i - TTL-BL 調光 . D -2 

i - TTL 調光モード . D -2 

ISO 感度 . A -3 、Oil 

ISO 感度の設定 . 〔-24、 D -60 

ISO 感度係数 . D -22 

M (マニュアル モード） . D -51 

MASTER . D -45、 D - 如 

M 日 DE ボタン . C -8 

0 K ボタン . C -8、 C -21 

REMOTE . D -45、 D -50 

SU -4 タイプのワイヤレス増む撮影 

. C -22. D -50 

TTL 調光アンダー量 . C -17、 D -4 

TTL 調光つード . 川 

Z 0 日 M ボタン . C -8 



アイコン . 〔-10 

赤目軽減ス□ーシンク□撮影 . D -56 

赤目軽減発光撮影 . D -56 

アクセサリー . F -11 

アドバンストワイヤレスライティング撮影… • D -43 

後幕シンク□撮影 . D -56 

アフターサービス . F -25 

ウォーターガード . F -11 

才ートパワーズーム . D -57 

才ート FP 八イスピードシンク□撮影••… D -55 



ガイドナンバー . D -22 

ガイドナンバー表 . F - 18 

外部自動調光モード . C -22、 D -8 

外部自動調光用センサー窓 . D -5、 D -8 

外部電源 . F -12 

各部の名称 . C -2 

カスタム設定 . C -20 

過熱防止機能 . C -24、 F -6 

下方バウンス . D -30 

カラーフイ J レター . D -33 

カラーフイ J レターセット . F -1 1 

カラーフイ J レターホ J レダー . D -34 

キー□ック . C - 9 

キヤッチライト効果 . D -28 

キヤッチライト反射板 . D -28 

距離表示 . C -11 


F -22 

























































距離優先マニュアル発光モード . D -11 

近距離撮影 . D - 30 

均質配光 . D -24 

グループ . D -43 

ク ー J レピクス . B -2、 E -3 

壁光打用フィルター . D - 33 

警告表示 . F -3 

コマンダー撮該 . D - 48 


最短発光間隔 . F -1 3、 F - 21 

サウンドモニター . C -24、 D -42 

先幕シンク □. D - 56 

作例集 . 別冊 

撮影距離 . C -1 K D -23 

撮儘範囲連動 . C — 23 

絞り値 . D -23 

絞り値表示 . C -13 

絞り連動が部自動調光モード . D -5 

受光禁止 . C -18 

主灯 . D -39 

照射角 . D -57 

照射角度表 . F -17 

照射角表お . C -1 2 

初期設定 . A -3 

スタンダード i-TTL 調光 . D -2 

スタンダード配光 . D -24 

スタンノ（イ機自目 . C -28 

スタンノ（イ機自目の設定 . 〔-23 

スピードライトスタンド . D -41 

スレーブフラッシュコントローラー . F -11 

ス□—シンク□撮該 . D - 55 

セレクタ—ダイヤ J レ . 〔-8、 C -9 


測光モード . D -4 

ソフトケース . A -14 

巧 

着色用 カラーフイ J レター . D -33 

チャンネル . D - 46 

中央部重点配光 . D - 24 

調光距離範囲表 . F -16 

調光範囲 . C -11 

調光補正 . D - 37 

調光補正値 . D - 37 

調光補正値表示 . 013 

ツーボタンリセット . 〔-9 

テスト発光 . D - 目0 

電池 . C -4、 C -27、 F -8 

電池交換 . C -27 

電池容量不足画面 . C -27 

電な用フイルター . D -33 

巧 

ニコンク1」エイテイブライテイング 

システムに LS ) . 目-3 

ニコンク ー J レピクス . E -3 

巧 

配光画角表示 . 012 

配光タイプ . 〔-22、 D -24 

ノ（ウンスアダプター . D - 29 

ノ（ウンス撮該 . D -26 

ノ（ックライト . C -24. F -9 

発光色温度情報伝達 . 目-3 

発光モ ー K . D -1 

発光モード表あ . C -10 

発光回数 . 护18、 F -21 

発光間隔 . D -18、 F - 21 

F -23 


操作ボタン . C -8 

増灯撮影 . D - 39 


i®±G 墨予資料 































































索引 


発光量 . D - 18、 D -23 

バランス調光 . D -2 

反転表示 . C -10 

表示パネル . 〔-1日、 F -9 

ファームアップ . 卜10 

ファームウェアノ（ージヨン . C -25 

ファンクシヨンボタン . 017 

フィルター識別センサー . 仁-2 

付属 □□. A -14 

フラッシュヘッド . 〔-6、 D -26 

フラッシュヘッド□ック解除ボタン…06、 D -26 

保証書 . A -15 

補助な . D -39 

本発光禁止 . C -23、 D -59 

百 

マイメニュー . C -26 

マスター(主な) . D -39 

マニュァル発光モード . D -14 

マルチェ U ア AF 補助光 . B -3、 D -58 

モデ1」ング発光 . D -61 

モニター発光 . D -3、 D -6、 D -9 

モニター発光の解除 . D -52 

B 

リセット . 〔-25 

U ピーテイング発光モード 

. 〔-22、 D -17、 D -49 

IJ モート（補助口） . D -39 

IJ モートグループ . D - 43 

レデイーライト . C - 7、 D - 42 

レディーライト（リモート時）.…… C -2. D - 42 

達続発光 . F -5 

露出不足警告…•… D - 4、 D - 7、 D -1 日、 D -13 
露出補正 . D -38 

F -24 


□ックピン . C -5 

□ックレバー . C -5 

巧 

ワイドパネル . D -31 

ワイヤレス設定スイッチ…08、 D -45、 D -50 

ワイヤレス増な撮影 . D -39 

ワイヤレス U モートセンサー窓 . D - 40 


違上®含意.資料 




































アフターサービスについて 

■ この製品の操作方法や修理についてのお巧い合わせは 

この製品の操作方法や修理について、さらにご質問びございました5、ニコン 

カスタマーサポートセンターまでお問い合わせ < ださし、。 

-ニコンカスタマーサポートセンターについては、使用説明書裏面をご参照く 
ださし、。 

•お願い 

.お問い合わせいただく場合には、次ページの「お問い合わせ承り書」の内容 
をご確認の上、お問い含わせくださし、。 

-より正確、迅速にお答えするために、ご面倒でも次ページの「お問い合わせ承り書」 
の所定の項目にご記入いたださ、 FAX または郵送でお送0ください。「お問い 
をわせ承0書」は、コピーしていただくと、繰り返しお使いいただけます。 

■修埋を依巧される場合は 

この製品の修理を依頼される場合は、ご購入店、またはニコンヴービス機関に 

ご依頼くださし、。 

•ニコンサービス機関につきましては、「ニコンサービス機関のご案内」をご覧 
ください。 

-ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することびで走ない場合は最 
寄りの販売店、または ニコン サービス機関にご相談くださし、。 

■補修用性能部品について 

この製品の補修用性能部品（その製品の機能を維持するために必要な部品）の 

保有年数は、製造打ち切0後7年を目安としています。 

•修理巧能期間は、部品保有期間内とさせていたださます。なお、部品保有期 
間経過後わ、修理可能な場合ちありまずので、ご購入店、またはニコンヴー 
ビス機関へお問い合わせください。水没、火災、落下等による故障または破 
損で全損と認め5れる場含は、修理び不可能とな0まず。なお、この故障ま 
たは破損の程度の判定は、ニコンサービス機関にお任せください。 

■ インターネットご利用の方へ 

ソフトウェアのアップデート、使巧上のヒントなど、最新の製品テクニカル情 

報を次の当社 Web サイトでご覧いただくことびでさます。 

http;//www.nikon-imaae.com/jpn/support/ 

製品をより有効にご利用いただくため定期的にアクセスされることをおすすめ 

します。 
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ニコン カスタマーサポートセンター行 

Fax:03-5977-7499 


【お巧い合わせ巧り書】 太砕巧のみご記入ください 

お問い合わせ曰： 年月 曰 

お買い上げ曰： 年月 曰 


製品名： シリアル番号： 

フ IJ ガナ 

お名前： 

連絡先ご住所：□自宅 □会社 

TEL: 

FAX: 

問題び発生した時の症状、表示された^ツセージ、症状の発生頻度： 

(おわかりになる範囲で結構ですので、でさるだけ詳しくお書さください） 


• このぺージはコピーしてお使いく ださい。！※ 整理番 g : 











Nikon 


製品の巧い方と修理に閲するお巧い合わは 


くニコンカスタマーヴポートセンター> 

全国共通電話番号 0570 - 02-8000 にお電話を頂さ、音声によるご案巧にがいご利用窓□の番号 
を入力して頂ければ、お問い合わせ窓□担当者よりご質問にお答えさせて頂さます。 


の n つ〇〇〇〇営業時間:かミ〇〜誦則年末年贈夏隱! 
心^3化公 U 3/ U - U 么 - OUliW 携帯電話, PHS 、 IP 電話等をご使用の場合は 、(I 
m 5555? oK ® 市內通話料金でご利用いただけます . 

ナヒブず内レ® 


1〇件末年始、夏期休業等を除く毎日） 
;03)5977-7033に 

おかけ < ださい。 

FAX でのご相談は、 (03)5977-7499 におかけください。 


修理 サービスの ご案内 

修理サービスのご案内を下記 URL にて行っておりまず。 

インターネットを利巧して修理の申し込みびで定まず。 

r 修理見積をり」、「修理状況」、 r 納期」などをご確認でさますのでご利巧ください。 

http://www.nikon-image.com/jDn/support/repair/ 

<インターネットをご利用でさない方の修理品送り先> 

(株)ニコンイメージングジャパン修理センター 

干 230-0052 横お市鶴見区生麦 2-2-26 電話: (045) 500-3050 

営業時間:9:30〜17:30(±、日曜日、祝日、年末年始、夏期休業など弊社定休日を除 < 毎日） 

♦ 修理センターではご来所のちの窓□がごさ"いません。送付のみの対応となりまずので 
ご了承ください。 


巧式を社 一 J > 

巧式を社 ニコ> イメージングジャパン 
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